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2024 暑中特集

　少子高齢化の進展や生活スタイルの多様化など、社会情勢が目まぐるし
く変化する中、人々が暮らし、経済活動の拠点となる都市や地域で新たな
展開を見せている。それぞれが持つ機能や魅力を高めるため、官民がハード・
ソフトの両面から取り組み、工夫を凝らす。
　本特集では人口減少問題が深刻化するわが国の都市やまちの在り方を再
考し、国土の持続的発展に向けた取り組みを展望する。さまざまな地域振
興の施策や具体事例などを紹介しながら、先行き不透明な環境下でも生き
生きと暮らせ、経済の活性化を促す成長戦略を探る。

人口減少社会の地域活性化戦略
２面 識者インタビュー　人口戦略会議 実務幹事　藤井健氏
３面 自治体「持続可能性」分析のリポート概説
４～５面 首長インタビュー 神奈川県開成町長　山神裕氏
  茨城県つくばみらい市長　小田川浩氏

地域の魅力創生
６～９面 スタジアム・アリーナを核としたプロジェクト最前線
 （支援策など政策動向／ＤｅＮＡのまちづくり戦略／築地市場跡再開発）

変わりゆくライフスタイル・価値観
１０面 識者インタビュー 博報堂生活総合研究所 上席研究員　松井博代氏
１１面  フェーズフリー協会 代表理事　佐藤唯行氏

先端技術と地域融合
１２～１５面 最先端のまちづくり事情
 （再エネ・水素、ＺＥＢ・ＺＥＨ、ＩＣＴ・ＤＸ、宇宙ビジネス）

安全・安心な国土づくり
１６面 能登半島地震からの復興と教訓
１７面 期待高まる強靱化実施中期計画

まちの魅力再発見
１８面 地域資源を生かした観光振興

持続可能な
都市・まちづくり



人口減少社会の地域活性化戦略

国
土
や
産
業
構
造
転
換
を

人
口
ビ
ジ

ン
２
１
０
０

「定常化」と「強靱化」の２施策で

i n t e r v i e w

人口戦略会議　実務幹事

藤井　健氏
　ふじい　 たけしまち目指して

（２）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　７月３１日　（水曜日） 第２部

　国の機関の推計で日本の人口は年に
万人に半減する。人口戦略会議が１月
にまとめた提言「人口ビジョン」は、
人口の急降下が「超高齢化」と「地方消滅」
を引き起こすと指摘。「遅れを挽回（ばん
かい）するラストチャンス」と危機を訴え、
目指すべき目標と官民を挙げて取り組むべ
き施策を提示した。
　若年世代、特に女性の意識や実態を重視
し、結婚や出産の希望を実現できる社会環
境づくりに重点を置く。出生率を回復させ
年に万人で人口を定常化させるた
め、人口減少のスピードを緩めて安定させ
る「定常化戦略」と人口規模が小さくとも
多様性に富んだ成長力のある社会を構築す
る「強靱化戦略」を打ち出す。
　定常化戦略では若年世代の所得向上と雇
用の改善を最優先しつつ、「共働き・共育
て」を支え、家族や地域も子育てに参加す
る「共同養育社会」の実現に向け制度や社
会規範を見直す必要性を指摘。住まいや通
勤などの問題解決につながる「多極集住型」
の国土づくりも重要とした。
　強靱化戦略では生産性の低い企業や産
業、地域の構造改革を図る。同戦略を貫く
背骨として「人への投資」を強化。一人一
人が活躍できる場を広げることが成長力の
ある社会構築につながるとして「ローカル
インクルージョン」を促進し、社会サービ
スを質的に強靱化して人口減少地域での持

続性を高める。日本での活躍が世界に直結
するイノベーション環境を整備し「グロー
バルチャレンジ」も推進する。
　人口減少を補完する移民政策は取らず、
高度・専門人材を基本に永住・定住外国人を
受け入れる総合戦略の策定を課題とした。
　同会議は両戦略を推進する体制構築を政
府に要請。国会でも超党派の合意形成を訴
え、有識者や経済・労働界、地方自治体など
が参加する「国民会議」の設置も提案する。
今回の提言は議論の中間報告との位置付け
で、年末には最終報告をまとめる予定だ。

　
人
口
減
少
は
限
り
な
く
続
き

さ
ら

に
加
速
し
て
い
く



民
間
の
有
識

者
で
構
成
す
る
人
口
戦
略
会
議
︵
議
長

・
三
村
明
夫
日
本
製
鉄
社
友
名
誉
会
長
︶

の
実
務
幹
事
と
し
て
﹁
人
口
ビ
ジ

ン

２
１
０
０
﹂
な
ど
の
検
討
に
関
わ

た

藤
井
健
氏
︵
元
国
土
交
通
省
国
土
政
策

局
長

元
首
都
高
速
道
路
代
表
取
締
役

兼
専
務
執
行
役
員
︶
は

急
激
に
変
化

し
て
い
く
社
会
が
今
後
訪
れ
る
と
警
鐘

を
鳴
ら
す

そ
れ
は
担
い
手
不
足
が
既

に
深
刻
化
す
る
建
設
業
界
に
と

て
も

人
ご
と
で
は
な
い

今
後
の
人
口
減
少

社
会
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
べ
き
か


国
土
政
策
や
建
設
産
業
政
策
の
観
点
か

ら
見
解
を
聞
い
た


　
国
交
省
幹
部
と
し
て
国
土
政
策
に
携

わ

た
藤
井
氏
は

人
口
増
加
を
前
提

と
し
た
旧
来
的
な
国
土
政
策
か
ら
の
転

換
が

こ
の

年
で
大
き
く
進
ん
だ
と

振
り
返
る

地
域
拠
点
が
連
携
す
る

﹁
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ

ト
ワ

ク
﹂
で

対
流
促
進
型
国
土
の
形
成
を
う
た

た

２
０
１
５
年
の
第
２
次
国
土
形
成
計

画

持
続
可
能
な
都
市
サ

ビ
ス
の
防

衛
ラ
イ
ン
と
な
る
人
口

万
人
規
模
の

﹁
地
域
生
活
圏
﹂
の
維
持
・
強
化
を
訴

え
た

年
の
第
３
次
国
土
形
成
計
画


い
ず
れ
も
地
域
レ
ベ
ル
で
進
行
す
る
高

齢
化
や
少
子
化
に
焦
点
を
当
て
た


　
藤
井
氏
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で

よ

り
正
面
か
ら
人
口
減
少
が
引
き
起
こ
す

問
題
の
本
質
に
向
き
合
う
必
要
性
を
指

摘
す
る

合
計
特
殊
出
生
率
が
過
去
最

低
を
更
新
し
続
け
る
現
状
を
ジ


ト

コ

ス
タ

に
例
え
て

﹁
本
当
の
恐

怖
は
こ
れ
か
ら
﹂
と
あ
え
て
語
気
を
強

め
る

民
間
信
用
調
査
会
社
の
調
査
に

よ
る
と

建
設
業
や
運
輸
業
を
中
心
に

直
近
で
﹁
人
手
不
足
﹂
関
連
倒
産
が
増

加

特
に
建
設
業
は
他
産
業
よ
り
深
刻

な
後
継
者
問
題
を
抱
え
る

こ
う
し
た

人
口
減
少
を
背
景
の
一
つ
と
し
た
多
く

の
社
会
問
題
は
﹁
年
々
厳
し
く
な
る
﹂

と
み
る


　
人
口
ビ
ジ

ン
２
１
０
０
は
﹁
定
常

化
戦
略
﹂
と
し
て
２
１
０
０
年
に
８
０

０
０
万
人
で
人
口
を
定
常
化
さ
せ
る
目

標
を
提
示
す
る

そ
の
た
め
の
方
策
の

一
つ
が
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
の
是
正

だ

藤
井
氏
は

東
京
圏
へ
の
転
入
超

過
が
実
態
と
し
て
男
性
よ
り
も
女
性
の

方
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
﹁
若
年
女
性
の

一
極
集
中
と
の
認
識
を
持
つ
こ
と
が
議

論
の
出
発
点
﹂
と
の
見
方
を
示
す

そ

れ
は
裏
を
返
せ
ば
女
性
か
ら
見
て

地

方
に
暮
ら
す
こ
と
の
魅
力
が
乏
し
い
こ

と
を
意
味
す
る

自
己
の
ス
キ
ル
を
生

か
し
活
躍
し
た
い
女
性
の
ニ

ズ
に
地

方
が
応
え
切
れ
て
い
な
い
現
状
を
直
視

し
﹁
地
方
︵
産
業
︶
の
Ｄ
Ｘ
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
主
張
す
る


　
さ
ら
に
若
年
女
性
が
多
く
居
住
す
る

東
京
圏
を
含
め

共
働
き
で
も
子
育
て

可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
﹁
可
処

分
時
間︵
個
人
が
自
由
に
使
え
る
時
間
︶

の
拡
大
が
最
も
重
要
だ
﹂と
指
摘
す
る


テ
レ
ワ

ク
に
よ
る
郊
外
居
住
の
可
能

性
を
示
し
つ
つ

自
律
分
散
型
の
都
市

構
造
へ
の
転
換
を
訴
え
る


　
藤
井
氏
は
﹁
今
後
ど
う
い
う
国
土
を

残
す
べ
き
か
を
能
登
半
島
地
震
は
突
き

付
け
た
﹂
と
も
話
す

ヒ
ン
ト
を
見
い

だ
す
の
は

石
川
県
奥
能
登
地
域
の
飲

食
店
が
参
画
す
る
﹁
能
登
丼
﹂
プ
ロ
ジ


ク
ト
だ

一
口
に
能
登
丼
と
言

て

も
食
材
は
牛
肉
か
ら
海
産
物
ま
で
バ
リ

エ

シ

ン
は
豊
富

﹁
能
登
が
い
か

に
多
様
性
の
宝
庫
か
が
分
か
る

次
の

世
代
に
残
す
べ
き
な
の
は

能
登
丼
の

よ
う
な
多
様
性
あ
る
世
界
で
は
な
い

か
﹂
と
提
案
す
る


　
新
た
な
ビ
ジ

ン
に
立
脚
し
た
国
土

形
成
や
地
域
づ
く
り
を
支
え
る
人
材
・

産
業
の
育
成
と
維
持
が
目
下
の
課
題
と

な
る

藤
井
氏
は
地
域
建
設
業
の
役
割

に
期
待
す
る

﹁
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

人
材
・
産
業
を
束
ね

コ

デ

ネ


ト
す
る
役
割
を
担
う
の
は
建
設
業
が
ふ

さ
わ
し
い

地
域
の
建
設
業
が
中
核
と

な

て
地
域
経
済
を
盛
り
立
て

自
ら

を
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
地
方
は
衰
退

し
か
ね
な
い
﹂
と
強
調
す
る


　
国
土
政
策
の
潮
流
と
し
て

少
子
化

対
策
や
ネ
イ
チ


ポ
ジ
テ

ブ
︵
自

然
再
興
︶
政
策
も
盛
り
込
ん
だ
﹁
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
国
土
政
策
﹂
を
打
ち
出
す
時

期
に
来
て
い
る

藤
井
氏
は
首
都
高
の

大
橋
Ｊ
Ｃ
Ｔ
︵
東
京
都
目
黒
区
︶
の
換

気
所
屋
上
に
あ
る
緑
地
に
オ
オ
タ
カ
が

飛
来
す
る
よ
う
に
な

た
こ
と
を
象
徴

的
な
例
に
挙
げ
な
が
ら
﹁
都
市
の
中
の

空
き
地
に
も
生
態
系
は
つ
く
れ
る


︵
国
内
人
口
の
︶
右
肩
下
が
り
の
社
会

で
も

そ
れ
を
前
提
に
戦
略
を
描
い
て

い
け
ば

次
の
未
来
を
つ
く
れ
る
﹂
と

話
す

む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
を
生
か
し


ア
イ
デ
ア
を
引
き
出
す
発
想
の
転
換
が

建
設
業
界
に
も
求
め
ら
れ
て
く
る
だ
ろ

う


これから取り組むべき「人口戦略」の基本構造
（人口ビジョンから）

　年の１億万人をピークに国内人口が減少に転じて以降、その傾
向に歯止めがかからない。少子高齢化と人口減少に直面する中、各地域の
持続性や活力を維持していくには、都市機能やインフラの集約・再編やネ
ットワーク化などを通じたストックの適正化が急務であり、建設業による
地域経営への参画が一層求められる。活気あるまちを目指す地方自治体の
取り組み事例を交えながら、持続可能な地域の在り方を展望する。



住み続けられる

地方自治体の持続可能性分析


年
後
存
在
す
る
の
は

団
体

（３） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　７月３１日　（水曜日）第２部

　
人
口
戦
略
会
議
が
４
月
に
ま
と
め
た
２

０
２
４
年
の
﹁
地
方
自
治
体
﹃
持
続
可
能

性
﹄
分
析
レ
ポ

ト
﹂
は

人
口
が
移
動

す
る
ケ

ス
と
移
動
し
な
い
場
合
に
分
け

て
分
析
し
た

そ
れ
に
よ
る
と

１
０
０

年
後
も
持
続
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の

は
全
国
に
１
７
２
９
あ
る
地
方
自
治
体
の

う
ち

団
体

そ
の
一
方

７
４
４
団
体

が
将
来
的
に
消
滅
す
る
危
機
に
あ
る
と
予

想
し
た


　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

︵
林
玲
子
所
長
︶
が

年
に
推
計
し
た

﹁
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
﹂
に
基

づ
い
て
作
成
し
た


年
に
日
本
創
成
会

議
︵
議
長
・
増
田
寛
也
日
本
郵
政
社
長
︶

が
ま
と
め
た
﹁
消
滅
可
能
性
都
市
﹂
リ
ス

ト
と
も
比
較




歳
の
若
年
女
性
人

口
が
急
減
す
る
地
域
で
は
最
終
的
に
消
滅

す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
考
え
方
を
踏

襲
し
た


　
今
回
の
リ
ポ

ト
で
特
徴
的
な
の
は


地
域
で
人
口
の
移
動
が
な
く

出
生
と
死

亡
だ
け
の
要
因
に
よ
る
人
口
変
化
を
示
す

﹁
封
鎖
人
口
﹂
の
分
析
も
行

た
点
だ


あ
る
自
治
体
か
ら
別
の
自
治
体
へ
と
人
の

移
動
が
一
定
程
度
続
く
と
仮
定
し
た
﹁
移

動
仮
定
﹂
の
数
字
と
比
較
す
る
こ
と
で


若
年
女
性
の
人
口
動
向
に
影
響
を
与
え
て

い
る
一
因
を
明
ら
か
に
し
た


　
リ
ポ

ト
で
は
封
鎖
人
口

移
動
仮
定

と
も
に



年
の
若
年
女
性
人
口
の
減

少
率
が

％
未
満
を
指
す
﹁
自
立
持
続
可

能
性
自
治
体
﹂を
設
定
集
計
し
た
結
果



団
体
が
該
当
し
た

地
域
ブ
ロ

ク
別

に
見
る
と

九
州
・
沖
縄
が

と
全
体
の

半
数
以
上
を
占
め
た

次
に
多
い
の
が
中

部
地
方
で

団
体
だ

た


　



年
に
若
年
女
性
人
口
が

％
以

上
減
少
す
る
﹁
消
滅
可
能
性
自
治
体
﹂
は

７
４
４
団
体

東
北
地
域
は
１
６
５
団
体

を
数
え

地
域
ブ
ロ

ク
別
で
最
多
と
な


た


　

年
の
調
査
時
に
消
滅
可
能
性
自
治
体

に
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
の

自
立
持
続

可
能
性
自
治
体
に
加
わ

た
の
は
７
町
村

あ

た

こ
の
う
ち
若
年
女
性
人
口
の
減

少
率
が

年
の
調
査
時
に
比
べ

・
１


改
善
し
た
熊
本
県
南
阿
蘇
村
は

村
へ
の

円
滑
な
移
住
が
で
き
る
よ
う
に
積
極
的
に

情
報
提
供
を
実
施

一
戸
建
て
住
宅
整
備

や
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
拡
充
し
た
こ

と
も
奏
功
し
た
と
同
村
で
は
分
析
し
て
い

る


　
移
動
仮
定
で
減
少
率

％
未
満
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず

封
鎖
人
口
の
減
少
率

が

％
以
上
の
地
域
も
存
在
す
る

他
地

域
か
ら
の
人
口
流
入
に
依
存
し
て
い
る

﹁
ブ
ラ

ク
ホ

ル
型
自
治
体
﹂
は

団

体
が
当
て
は
ま

た

大
都
市
圏
が
顕
著

で
東
京
特
別
区
は

区

京
都
と
大
阪
の

２
市
も
該
当
し
た


　
リ
ポ

ト
で
は
日
本
人
女
性
の
出
生
率

仮
定
値
が


年
の
推
計
値
を
下
回

て

い
る
と
指
摘
し
て
い
る

少
子
化
基
調
が

全
く
変
わ

て
お
ら
ず

﹁
楽
観
視
で
き

る
状
況
で
は
な
い
﹂
と
警
鐘
を
鳴
ら
す




人口減少社会の地域活性化戦略

図書館中心の
複合施設を検討

新
市
街
地
に
都
市
機
能
集
約

山神　裕町長　「職住近接で住民２万人へ」

駅前通り線周辺地区
土地区画整理を推進

（４）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　７月３１日　（水曜日） 第２部

神奈川・開成町

　現段階で図書館を中心とした複合施
設整備は具体化していないが、官民連
携手法の採用を目指す方針は示されて
いる。全国カ所以上の図書館施設を
訪れ、先進事例の情報を収集。山神町
長が特に参考にしたいと挙げるのは、
岩手県紫波町のオガールプロジェクト
や福島県須賀川市のｔｅｔｔｅ（須賀
川市民交流センター）、愛知県安城市
のアンフォーレなど。

教
育
移
住
の
取
り
組
み
の

一
環
で
町
内
の
学
校
で
は

英
語
教
育
の
充
実
な
ど
に

注
力
︵
開
成
町
提
供
︶

︵
や
ま
が
み
・
ゆ
た
か
︶
慶
応
大
学
商
学
部
を
卒

業
し
金
融
機
関
に
就
職

明
治
大
学
公
共
政
策
大

学
院
修
了

２
０
２
３
年
か
ら
現
職


歳


マ
ン
シ

ン
が
立
ち
並
ぶ
小
田
急
線

開
成
駅
周
辺
で
は
人
口
増
加
が
続
く

　
神
奈
川
県
西
部
に
位
置
す
る
開

成
町
は
面
積
が
わ
ず
か
６
・

平

方

と

県
内
で
最
も
小
さ
い
自

治
体
だ

１
９
５
５
年
に
旧
酒
田

村
と
旧
吉
田
島
村
が
合
併
し
誕

生

２
０
２
５
年
に
町
制

周
年

を
迎
え
る


　
町
内
は
１
９
８
５
年
に
開
業
し

た
小
田
急
電
鉄
開
成
駅
を
中
心
に

市
街
化
が
進
み

国
勢
調
査
で
は


年
か
ら
４
回
連
続
で
人
口
増
加

率
が
県
内
一
と
な
る
な
ど
人
口
増

加
が
続
く
町
と
し
て
も
知
ら
れ

る


　
人
口
戦
略
会
議
が
４
月
に
ま
と

め
た

年
﹁
地
方
自
治
体
﹃
持
続

可
能
性
﹄
分
析
レ
ポ

ト
﹂
で


１
０
０
年
後
も
持
続
し
て
い
る
可

能
性
が
高
い

の
地
方
自
治
体
に

選
ば
れ
た

山
神
裕
町
長
は
﹁
歴

代
の
町
長
含
め
諸
先
輩
が
持
続
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
計
画
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
成
果
が
表
れ
た

誇

ら
し
い
気
持
ち
だ
﹂
と
語
る


　
１
９
６
５
年

町
内
全
域
を
都

市
計
画
区
域
に
指
定
し
た
こ
と
が

人
口
増
加
の
ポ
イ
ン
ト
と
分
析
す

る
都
市
計
画
に
よ

て
継
続
的


長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
可
能
に

し

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
住
み
や

す
い
町
の
形
成
に
つ
な
が

た


　
山
神
町
長
は
﹁
バ
ブ
ル
も
な
け

れ
ば

開
発
ラ

シ

も
な
く
着

実
に
一
歩
一
歩

ま
ち
づ
く
り
を

計
画
的
に
進
め
て
来
ら
れ
た
﹂
と

先
人
た
ち
の
功
績
を
た
た
え
る


　
開
成
町
が
成
功
し
た
も
う
一
つ

の
理
由
は
ブ
ラ
ン
デ

ン
グ
に
あ

る

町
制

周
年
を
機
に
制
定
し

た
キ


チ
フ
レ

ズ
﹁
田
舎
モ

ダ
ン
﹂
と
キ

ラ
ク
タ

の
﹁
ア

ジ
サ
イ
ち

ん
﹂
は
町
の
看
板
と

し
て
地
域
を
盛
り
立
て
て
い
る


だ
が
町
内
に
著
名
な
観
光
地
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い

企
業
城
下
町

で
も
な
く

面
積
が
狭
く
開
発
余

地
が
少
な
い
と
い
う
弱
点
も
あ

る


　
山
神
町
長
は
﹁
持
続
可
能
自
治

体
に
な

た
か
ら
と
い

て
将
来

が
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
﹂と
危
機
感
を
あ
ら
わ
に
す
る


　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
と

な
る
の
が
小
田
急
開
成
駅
前
の
都

市
計
画
道
路
﹁
駅
前
通
り
線
﹂
の

整
備
と
周
辺
の
土
地
区
画
整
理


南
部
第
３
地
区
の
市
街
化
編
入
に

よ
り

計
画
人
口
２
０
０
０
人
の

増
加
を
目
指
す
計
画
だ


　
新
市
街
地
に
都
市
機
能
を
集
約

し

交
流
人
口
増
加
と
町
民
の
生

活
向
上
を
目
指
す

加
え
て
隣
接

す
る
神
奈
川
県
南
足
柄
市
と
共
同

で
取
り
組
む
足
柄
産
業
集
積
ビ
レ


ジ
構
想
に
基
づ
き
企
業
誘
致
を

進
め

職
住
近
接
に
よ
る
雇
用
創

出
と
人
口
増
加
を
図
る

こ
れ
ら

の
施
策
に
よ

て
人
口
２
万
人
を

目
指
す


　
山
神
町
長
が
重
点
施
策
の
一
つ

に
掲
げ
る
の
が
教
育
だ

目
立


た
地
場
産
業
が
な
い
同
町
に
と


て
﹁
人
﹂
が
財
産

﹁
人
づ
く
り

こ
そ
が
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く

り
こ
そ
が
人
づ
く
り
だ
﹂
と
力
を

込
め
る


　
子
ど
も
の
た
め
に
よ
り
良
い
教

育
環
境
を
求
め
て
地
域
に
移
り
住

む
﹁
教
育
移
住
﹂

こ
の
言
葉
の

通
り

移
住
先
と
し
て
選
ん
で
も

ら
う
た
め
に
も
教
育
に
重
点
を
置

く


　
駅
前
通
り
線
沿
い
に
構
想
す
る

図
書
館
を
核
と
し
た
複
合
施
設
の

整
備
は

他
地
域
か
ら
の
移
住
を

促
す
重
要
な
施
策
と
い
う

同
町

に
不
足
す
る
図
書
館
機
能
を
高
め

て
交
流
・
発
信
拠
点
に
す
る
の
が

狙
い
だ


　
山
神
町
長
は
図
書
館
複
合
施
設

整
備
も
含
め
官
民
連
携
手
法
の
重

要
性
を
説
く

﹁
町
が
抱
え
る
問

題
は
さ
ら
に
複
雑
化
し
多
様
化
し

て
い
る

行
政
だ
け
で
答
え
を
出

そ
う
と
す
る
こ
と
が
無
理
に
な
り

つ
つ
あ
る
﹂
と
指
摘

民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
資
金
の
活
用
が
今
後


各
種
事
業
の
推
進
や
運
営
で
不
可

欠
に
な
る
と
い
う


　
当
然

事
業
採
算
性
が
見
込
め

な
け
れ
ば
民
間
企
業
は
参
入
し
な

い

民
間
企
業
の
感
覚
を
重
視
し

な
が
ら
も

地
域
の
課
題
を
解
決

す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
り
出
し
て

い
く

山
神
町
長
は
こ
の
コ
ン
テ

ン
ツ
が﹁
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
し


維
持
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が

る
﹂
と
期
待
す
る


年に完成した開成町役場は庁舎として
全国初のＺＥＢを実現した（開成町提供）

　開成駅前を南北に縦断する怒田開成小田原線
の東側区域で実施中の土地区画整理事業。開成
駅前交差点で止まっている駅前通りを西側に延
伸するとともに、通り沿いの約．を再整備し
近隣商業施設を中心とした新市街を形成する。
総事業費は約億円。事業期間は年まで。



幼稚園跡活用で
住宅２棟戸整備

子
育
て
と
教
育
施
策
に
注
力

小田川　浩市長　「選ばれる自治体に」

みらい平地区に
延べ．万㎡中学校

（５） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　７月３１日　（水曜日）第２部

つくばみらい市

みらい平地区新中学校の完成イメージ
（つくばみらい市提供）

子
育
て
応
援
住
宅
の
完
成
イ
メ

ジ

︵
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
ホ

ム
ペ


ジ
か
ら
︶

　
︵
お
だ
が
わ
・
ひ
ろ
し
︶
明
治
大
学
公
共
政
策

大
学
院
修
了

２
０
１
２
年
つ
く
ば
み
ら
い
市
議

会
議
員
︵
２
期
︶


年
か
ら
現
職


歳


　
旧
伊
奈
町
と
旧
谷
和
原
村
が
合

併
し

２
０
０
６
年
３
月

日
に

誕
生
し
た
茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い

市

前
年
に
開
業
し
た
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
︵
Ｔ
Ｘ
︶
の
効
果
も

あ
り


年
後
の

年
に
人
口
５

万
人
を
突
破
し
た

県
が
誘
致
し

た
工
業
団
地
の
整
備
で
さ
ら
に
定

住
人
口
の
増
加
を
予
想
す
る

移

住
者
向
け
の
宅
地
開
発
や
子
育
て

住
宅
を
供
給
す
る
中

同
市
出
身

の
小
田
川
浩
市
長
は
﹁
居
住
地
に

選
ば
れ
る
た
め

子
育
て
と
教
育

施
策
に
注
力
す
る
﹂
と
訴
え
る


　
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
人
口
は
７

月
１
日
時
点
で
５
万
１
３
８
０
人

を
数
え

定
住
人
口
と
移
住
者
は

増
加
傾
向
に
あ
る


年
に
実
施

さ
れ
た
国
勢
調
査
で
は





歳
で
結
婚
し
て
い
る
割
合
が
県
内

で
最
も
高
い

・
３
％
を
記
録


Ｔ
Ｘ
開
業
に
伴
い

市
は
大
き
く

発
展
を
遂
げ
て
き
た


　
子
育
て
世
帯
を
中
心
と
し
た
多

様
な
世
代
に
長
く
住
み
続
け
て
も

ら
う
た
め

国
内
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る

同

県
境
町
で
は

年
間
住
み
続
け
た

入
居
者
に
無
償
で
住
宅
を
提
供
す

る
一
戸
建
て
賃
貸
住
宅
事
業
を
推

進

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ

手
法
を
活
用
し
た
子
育
て
支
援
住

宅
を
整
備
す
る
﹁
ハ
グ
テ
ラ
ス
﹂

に
取
り
組
ん
で
い
る


　
つ
く
ば
み
ら
い
市
は
鹿
屋
市
な

ど
を
参
考
に

み
ら
い
平
駅
か
ら

約
３
・
５

に
位
置
す
る
板
橋
地

区
の
幼
稚
園
跡
地
に
子
育
て
応
援

住
宅
を
建
設
し
て
い
る

住
宅
は

２
棟
︵
総
戸
数

戸
︶
で

余
剰

ス
ペ

ス
に
幼
保
一
体
の
こ
ど
も

園
を
併
設
す
る

設
計
・
施
工
は

Ｓ
Ｐ
Ｃ
︵
特
定
目
的
会
社
︶
の
つ

く
ば
み
ら
い
タ
ウ
ン
が
担

て
い

る

５
月
に
入
居
者
の
募
集
を
始

め
既
に
半
分
が
予
約
済
み
と
い

う


年
１
月
の
入
居
開
始
を
予

定
す
る

板
橋
地
区
で
の
効
果
を

検
証
し
な
が
ら

他
の
地
域
に
展

開
す
る
考
え


　
過
疎
化
の
波
は
地
方
に
か
か
わ

ら
ず
都
市
部
で
も
発
生
し
て
い

る

小
田
川
市
長
は
人
口
を
取
り

合
う
﹁
自
治
体
間
競
争
が
生
じ
て

い
る
﹂
と
危
機
感
を
募
ら
せ


﹁
定
住
と
い
う
言
葉
に
こ
だ
わ
ら

ず
に
子
育
て
世
帯
を
サ
ポ

ト
す

る
こ
と
が
重
要
﹂
と
指
摘

﹁
大

人
に
な
る
ま
で
つ
く
ば
み
ら
い
市

で
育
て
ら
れ
る
﹂
環
境
を
実
現
す

る
た
め

今
後
も
ハ

ド
と
ソ
フ

ト
を
組
み
合
わ
せ
た
各
種
施
策
を

展
開
し
て
い
く
方
針
だ


　
教
育
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
に

向
け
て
市
は

み
ら
い
平
地
区
に

新
し
い
中
学
校
の
建
設
を
推
進
し

て
い
る

現
在

同
地
区
に
居
住

す
る
中
学
生
は
近
隣
に
あ
る
２
校

の
中
学
校
に
通

て
い
る
が

既

存
校
舎
は
ス
ペ

ス
が
不
十
分
と

な

て
い
る

小
田
川
市
長
は

﹁
み
ら
い
平
地
区
に
中
学
校
を
設

け
な
け
れ
ば

ま
ち
と
し
て
の
価

値
が
下
が

て
し
ま
う
﹂
と
学
校

整
備
の
意
義
を
語
る


　
市
に
よ
る
と

新
中
学
校
の
建

設
工
事
は
８
月
末
に
開
札
す
る
予

定
だ
工
期
は
約

カ
月
で

年

４
月
の
開
校
を
目
指
し
て
い
る


み
ら
い
平
地
区
に
新
た
な
学
校
を

整
備
す
る
代
わ
り
に

既
存
の
中

学
校
１
校
は
生
徒
数
の
減
少
を
理

由
に
廃
止
す
る
方
向
で
議
論
を
進

め
て
い
る


　
み
ら
い
平
駅
か
ら
北
へ
約
２


に
位
置
す
る
福
岡
地
区
で
は

県

が
誘
致
し
た
日
清
食
品
ら
民
間
５

社
に
よ
る
工
業
団
地
の
建
設
が
進

ん
で
い
る

地
区
面
積
は
約

・

３
︵
分
譲
予
定
地
約

・
７

︶

工
業
団
地
の
整
備
は
雇
用
創
出
な

ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る
一
方


﹁
み
ら
い
平
地
区
で
は
転
入
者
な

ど
の
住
宅
供
給
が
追
い
つ
い
て
な

い
﹂
︵
小
田
川
市
長
︶
状
況
だ


　
そ
こ
で
市
は

み
ら
い
平
と
伊

奈
東
の
両
市
街
地
に
挟
ま
れ
た

﹁
︵
仮
称
︶
み
ら
い
平
東
地
区
﹂

の
約


で
新
た
な
住
宅
地
の
整

備
を
計
画

地
権
者
で
組
織
す
る

土
地
区
画
整
理
組
合
が
事
業
者
と

な

て
事
業
計
画
の
作
成
や
調
査

設
計
と
施
工

資
金
調
達
な
ど
を

行
う

市
が
事
務
局
を
務
め
る


　

年
度
以
降
に
市
街
化
調
整
区

域
か
ら
市
街
化
区
域
へ
の
編
入


用
途
地
域
を
含
む
都
市
計
画
の
手

続
き
を
進
め
る

そ
の
後

同
組

合
の
設
立
準
備
会
が
発
足
す
る
予

定
だ


　
子
育
て
や
教
育
に
投
資
す
る
と

語
る
小
田
川
市
長

そ
の
理
由
は

﹁
市
に
移
住
ま
た
は
定
住
す
る
人

の
流
れ
を
止
め
た
く
な
い
か
ら
﹂

と
い
う


　
居
住
地
を
選
択
す
る
条
件
は
十

人
十
色
だ
が
か
つ
て
は﹁
父
親
が

会
社
に
通
勤
し
や
す
い
か
否
か
﹂

が
大
き
な
ウ
エ

ト
を
占
め
て
い

た

だ
が
現
代
は
﹁
子
ど
も
に
質

の
高
い
教
育
を
受
け
さ
せ
ら
れ
る

か
で
住
む
場
所
を
決
め
て
い
る
﹂

と
時
代
の
変
化
を
分
析
す
る


　
Ｔ
Ｘ
沿
線
で
は
子
育
て
と
教
育

に
力
を
入
れ
て
い
る
自
治
体
が
目

立
つ

特
色
あ
る
子
育
て
支
援
策

や
教
育
へ
の
投
資
を
通
じ
て
﹁
居

住
地
に
選
ん
で
も
ら
え
る
自
治
体

を
目
指
す
﹂
と
力
を
込
め
る


　子育て応援住宅は旧わかくさ幼
稚園敷地（板橋の、敷地面
積１万㎡）に整備する。住宅
棟はＲＣ造３階建ての規模で全室
３ＬＤＫ。戸数は戸。住宅の入
り口は屋根の付いたロータリーを
設け、雨の日でもぬれずに出入り
できる。駐車場は各戸２台（計
台）。約㎡の広場、約㎡
の集会施設を併設する。事業費の
％を国の交付金で賄っている。
月の完成を目指す。

　みらい平地区新中学校の建設
予定地は富士見ケ丘３、敷地面
積は約２万㎡。ＲＣ造４階
建て延べ１万㎡の規模。
クラス（１クラス人）程度、
生徒数は約人を想定する。
基本・実施設計は佐藤総合計画
・ａｎｄ　ＨＡＮＤ建築設計事
務所が担当している。



地域の魅力創生

ま
ち
づ
く
り
の
起
爆
剤
に

ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ

ナ
が

にぎわい生む民間の集客力に期待

（６）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　７月３１日　（水曜日） 第２部

LaLa arena TOKYO-BAY　（5月開業）
千葉県船橋市

エディオンピースウイング広島　（2月開業）
広島市中区

長崎スタジアムシティ　（10月開業予定）
長崎市

2024年に開業・開業予定のスタジアム・アリーナ※今後デザイン含め変更の可能性があります
提供：ジャパネットホールディングス

金沢ゴーゴーカレースタジアム　（2月開業）
金沢市

ⓒS.FC

©zweigen kanazawa

　
大
型
ス
ポ

ツ
施
設
の
開
発
を
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
と
連
動
し
て
推
し
進
め

る
傾
向
は

２
０
２
４
年
に
開
業
す
る

施
設
で
も
見
ら
れ
る


　
５
月
に
開
業
し
た
﹁
ら
ら
ア
リ

ナ

東
京
ベ
イ
﹂
︵
千
葉
県
船
橋
市
︶
が
立

地
す
る
南
船
橋
エ
リ
ア
で
は

ア
リ


ナ
の
建
設
主
で
あ
る
三
井
不
動
産
が
開

発
を
加
速
し
て
い
る


年

月
に
延

べ
１
・
１
万
平
方

規
模
の
商
業
施
設

﹁
ら
ら
テ
ラ
ス
東
京
ベ
イ
﹂
を
開
業


３
月
か
ら
は
既
存
の
﹁
ら
ら
ぽ

と
東

京
ベ
イ
﹂
の
一
部
施
設
の
建
て
替
え
に

着
手
し

延
べ
約

・
２
万
平
方

か

ら
約

・
８
万
平
方

に
増
床
す
る


イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
な
ど
に
力
を
入
れ


さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
く

計
画
だ


　
ジ

パ
ネ

ト
ホ

ル
デ

ン
グ
ス

︵
Ｈ
Ｄ
︶
が

約
９
０
０
億
円
を
投
じ

て
整
備
し
て
い
る
﹁
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム

シ
テ

﹂
︵
長
崎
市
︶
は

月
に
開
業

予
定
だ

ス
タ
ジ
ア
ム
と
ア
リ

ナ
に

加
え

ホ
テ
ル
や
オ
フ

ス

商
業
施

設
な
ど
総
延
べ
約

・
４
万
平
方

を

一
体
的
に
開
発

年
間
約
８
５
０
万
人

が
利
用
す
る
新
た
な
ま
ち
を
つ
く
る


　
こ
れ
ら
施
設
は
大
型
ス
ポ

ツ
施
設

の
建
設
主
で
あ
る
民
間
事
業
者
が

周

辺
を
同
時
に
開
発
し
て
い
く
計
画
と
な


て
い
る

一
方

建
設
主
が
地
方
自

治
体
で

民
間
が
運
営
す
る
﹁
公
設
民

営
﹂
の
ス
ポ

ツ
施
設
に
も
ま
ち
づ
く

り
へ
の
期
待
が
か
か
る


　
と
も
に
２
月
に
開
業
し
た
﹁
金
沢
ゴ


ゴ

カ
レ

ス
タ
ジ
ア
ム
﹂
︵
金
沢

市
︶

﹁
エ
デ

オ
ン
ピ

ス
ウ
イ
ン

グ
広
島
﹂
︵
広
島
市
中
区
︶
は
い
ず
れ

も
市
が
所
有
し

管
理
運
営
を
本
拠
地

と
し
て
使
用
す
る
サ

カ

Ｊ
リ

グ

の
チ

ム
が
担
う

民
間
の
運
営
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
集
客
力
を
高
め
る
こ
と

で

周
辺
の
商
業
施
設
の
集
積
に
つ
な

げ
る
効
果
が
見
込
ま
れ
る


　スタジアムやアリーナといった大型スポーツ施設の建設プロジェクトは、周辺のまちづくりを一体的に

加速させる効果がある。プロスポーツの観戦客のニーズを取り込むホテルやショッピングセンターが集積

するほか、鉄道などのインフラが整備される事例もある。今後のスタジアムを通じたまちづくりはどのよ

うに進んでいくのか――。政府の方策や民間事業者の開発動向を取材した。



運営コストだけでなく「社会価値」評価を

政
府
豊
富
な
メ
ニ


で
事
業
化
後
押
し

多
様
な
世
代
が
集
う
交
流
拠
点

体
験
臨
場
感
観
戦
環
境
を
追
求

（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　７月３１日　（水曜日）第２部

アリーナが創出する価値の
大きさの捉え方（スポーツ
庁の資料から）

　
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ

ナ
の
整
備
が
全
国

で
活
発
に
な

て
い
る

ス
ポ

ツ
庁
な
ど

の
最
新
の
ま
と
め
に
よ
る
と

新
設
・
建
て

替
え
の
構
想
は
全
国
に
１
０
０
事
業
ほ
ど
あ

る

プ
ロ
ス
ポ

ツ
チ

ム
の
活
動
拠
点
を

整
え
る
だ
け
で
な
く

ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
施
設
か
ら
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
指

す
な
ど

官
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
体
が
早

期
の
事
業
化

完
成
へ
と
動
い
て
い
る

ス

ポ

ツ
庁
な
ど
関
係
省
庁
は
豊
富
な
支
援
メ

ニ


で
実
現
を
後
押
し
す
る


　
政
府
が
６
月

日
に
閣
議
決
定
し
た
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
４

︵
骨
太
の
方
針
︶
に
は

ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア

リ

ナ
改
革
を
発
展
さ
せ

集
客
施
設
と
の

複
合
化
な
ど
が
よ
り
進
ん
だ
ス
ポ

ツ
コ
ン

プ
レ

ク
ス
や

ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ

ナ

の
整
備
・
活
用
を
進
め
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

た

バ
ス
ケ

ト
ボ

ル
や
バ
レ

ボ

ル

の
上
位
リ

グ
な
ど
に
よ
る
施
設
基
準
を
含

む
ラ
イ
セ
ン
ス
が
相
次
ぎ
制
定
さ
れ
る
中


地
域
活
性
化
を
促
す
手
段
の
一
つ
と
し
て
民

間
と
連
携
し
な
が
ら
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ


ナ
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
方
自
治
体

は
少
な
く
な
い

民
間
主
体
の
大
型
プ
ロ
ジ


ク
ト
も
進
行
し
て
い
る


　
内
閣
府
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
室
に

よ
る
と

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に
取
り
組

む
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ

ナ
が
５
月
末
時
点

で
全
国
に

件
︵
ス
タ
ジ
ア
ム
・
球
技
場
６

件

ア
リ

ナ
・
体
育
館

件
︶
あ
る

政

府
は
２
０
２
４
年
改
定
版
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ

Ｉ
推
進
ア
ク
シ

ン
プ
ラ
ン
で
ス
ポ

ツ
施

設
の
事
業
件
数
目
標
を
修
正




年
度

の

年
間
で
具
体
化
す
る
事
業
を
当
初
の


件
か
ら

件
に
積
み
増
し
た


　
政
府
が
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
の
一

つ
に

ス
ポ

ツ
庁
と
経
済
産
業
省
が
主
体

と
な

て
い
る
﹁
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ

ナ

改
革
﹂
が
あ
る

施
設
単
体
の
コ
ス
ト
や
収

支
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
ず

整
備
に
伴

て
生

ま
れ
る
付
加
価
値
に
着
目
し

ま
ち
づ
く
り

や
地
域
活
性
化
の
核
に
な
る
施
設
と
し
て
運

用
し
て
い
く
の
が
狙
い

そ
の
モ
デ
ル
と
な

る
﹁
多
様
な
世
代
が
集
う
交
流
拠
点
と
し
て

の
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ

ナ
﹂
に
は


年

度
に
川
崎
新
ア
リ

ナ︵
仮
称
︶︵
川
崎
市
︶

長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
︵
長
崎
市
︶等
々

力
緑
地
球
技
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
・
新
と
ど
ろ

き
ア
リ

ナ
︵
川
崎
市
︶
の
３
施
設
が
加
わ

り

選
定
は
累
計

件
と
な

た


　
重
点
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に

全
国
の

モ
デ
ル
に
な
る
事
業
と
し
て
表
彰
す
る

ス

ポ

ツ
庁
の
担
当
者
は
﹁
表
彰
が
選
定
施
設

の
広
報
に
つ
な
が
る
と
良
い
﹂
と
話
す

選

定
や
表
彰
は
事
業
者
に
と

て
Ｐ
Ｒ
し
や
す

い
実
績
に
な
る
た
め
だ


□
□
□

　
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ

ナ
改
革
は

ス
ポ


ツ
振
興
や
地
域
活
性
化
に
加
え
て
﹁
新
し

い
公
益
の
発
現
﹂
も
目
標
に
進
め
ら
れ
て
き

た
経
緯
が
あ
る

﹁
見
る
舞
台
﹂
の
価
値
と

潜
在
力
は
高
く

イ
ベ
ン
ト
開
催
や
付
帯
施

設
整
備
と
い

た
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

せ
る
余
地
が
大
き
い

公
共
財
で
あ
り
な
が

ら
も
経
済
効
果
に
と
ど
ま
ら
ず

地
域
の
シ

ン
ボ
ル

産
業
集
積

に
ぎ
わ
い
の
波
及
効

果

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ

テ


の
醸
成

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
新
し
い
社
会
価
値
を

も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
で
き
る


　
ス
タ
ジ
ア
ム
や
ア
リ

ナ
な
ど
の
ス
ポ


ツ
施
設
は
運
営
段
階
の
コ
ス
ト
も
課
題
で


整
備
に
前
向
き
に
な
り
に
く
い
事
業
者
も
い

る

そ
れ
で
も
可
視
化
さ
れ
に
く
い
社
会
価

値
が
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば

事
業
化
の

ハ

ド
ル
は
下
が
る


　
そ
こ
で
ス
ポ

ツ
庁
な
ど
は


年
度
に

﹁
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ

ナ
改
革
推
進
事
業
﹂

と
し
て
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ

ナ
が
周
辺
地

域
に
発
現
さ
せ
る
効
果
な
ど
を
調
査
し
た


社
会
価
値
を
可
視
化
し

定
量
化
す
る
の
が

狙
い

ス
タ
ジ
ア
ム
の
整
備
・
運
営
に
関
係

す
る
団
体

施
工
会
社

資
金
提
供
者

意

思
決
定
機
関
な
ど
を
ス
テ

ク
ホ
ル
ダ

と

定
義
し

社
会
価
値
を
可
視
化
す
る
上
で
必

要
に
な
る
指
標

測
定
方
法

価
値
の
算
定

方
法

効
果
的
な
価
値
の
向
上
方
法
な
ど
を

検
討

構
想
・
計
画

設
計

運
営
で
の
価

値
の
生
か
し
方
も
整
理
し
た


　
３
月

日
に
公
表
し
た
﹁
ス
タ
ジ
ア
ム
・

ア
リ

ナ
に
お
け
る
社
会
価
値
活
用
の
手
引

き
﹂
で
は
一
定
条
件
の
下

男
子
バ
ス
ケ


ト
ボ

ル
と
女
子
バ
レ

ボ

ル
チ

ム
の

ホ

ム
と
な
る
ア
リ

ナ
を
公
設
民
営
方
式

で
整
備
し
た
場
合
の
価
値
を
試
算

売
り
上

げ
・
営
業
利
益
の
﹁
財
務
価
値
﹂
と

▽
地

域
経
済
の
活
性
化
▽
健
康
促
進
▽
防
災
▽
地

域
コ
ミ

ニ
テ


▽
教
育
▽
環
境

の

﹁
社
会
価
値
﹂
を
明
ら
か
に
し
た


　
社
会
価
値
の
う
ち

地
域
経
済
の
活
性
化

に
は
税
収
の
増
加
額
と
雇
用
人
数

健
康
促

進
は
医
療
費
・
介
護
費
の
削
減
効
果

防
災

で
は
別
施
設
を
整
備
し
た
場
合
と
の
歳
出
抑

制
効
果
を
数
字
で
示
し
た

﹁
社
会
価
値
を

可
視
化
し

自
治
体
な
ど
が
事
業
化
を
進
め

や
す
く
し
た
い
﹂︵
ス
ポ

ツ
庁
担
当
者
︶

地
域
が
求
め
る
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ

ナ
の

実
現
を
支
援
し
て
い
く


□
□
□

　
ス
ポ

ツ
庁
と
経
産
省
が
ま
と
め
た

年

度
版
の
﹁
ス
タ
ジ
ア
ム
・
ア
リ

ナ
改
革
の

実
現
に
活
用
可
能
な
施
策
一
覧
﹂
に
は

構

想
・
計
画
策
定

設
計
・
建
設

プ
ロ
ス
ポ


ツ
チ

ム
な
ど
の
活
用
推
進

周
辺
地
域

の
魅
力
向
上

地
方
創
生
を
巡
る
関
係
省
庁

の
ハ

ド
・
ソ
フ
ト
の
豊
富
な
支
援
メ
ニ



が
並
ん
だ


　
内
閣
府
の﹁
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
交
付
金
﹂国
土
交
通
省
の﹁
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
﹂や﹁
都
市
構
造
再
編
集
中
支

援
事
業
﹂経
産
省
の﹁
地
域
未
来
投
資
促
進

税
制
﹂な
ど
を
列
挙
日
本
ス
ポ

ツ
振
興
セ

ン
タ

や
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
の
助
成

金

出
資
業
務
も
盛
り
込
ん
だ

整
備
に
前

向
き
な
事
業
主
体
が
多
い
だ
け
に

各
地
の

プ
ロ
ジ

ク
ト
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る


等々力緑地球技専用スタジアム　
（川崎とどろきパーク提供）　

　
経
産
省
と
ス
ポ

ツ
庁
の
２

０
２
３
年
度
﹁
多
様
な
世
代
が

集
う
交
流
拠
点
と
し
て
の
ス
タ

ジ
ア
ム
・
ア
リ

ナ
﹂
に
選
定

さ
れ
た
３
施
設
は

ス
タ
ジ
ア

ム
・
ア
リ

ナ
改
革
の
新
た
な

モ
デ
ル
に
な
る


　
川
崎
新
ア
リ

ナ
︵
仮
称
︶

は
デ


・
エ
ヌ
・
エ

︵
Ｄ

ｅ
Ｎ
Ａ
︶
と
京
浜
急
行
電
鉄
が

共
同
で
建
設
す
る
民
設
民
営
施

設︵
延
べ
５
・
８
万
平
方

︶

ア
リ

ナ
を
中
心
に
ホ
テ
ル


温
浴

飲
食
な
ど
の
複
合
エ
ン

タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設
と
し

て﹁
顧
客
体
験
価
値
を
最
大
化
﹂

す
る

最
大
１
・
５
万
人
規
模

の
興
業
に
対
応
す
る


　
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ

の

ス
タ
ジ
ア
ム
︵
延
べ
３
・
５
万

平
方

︶
は
ジ

パ
ネ

ト
Ｈ

Ｄ
が
事
業
主
体

ホ
テ
ル
や
オ

フ

ス
な
ど
と
の
複
合
開
発
と

な
る

宿
泊
可
能
な
Ｖ
Ｉ
Ｐ
ル


ム
や

﹁
日
本
で
最
も
ピ


チ
に
近
い
﹂
と
い
う
座
席


﹁
試
合
の
臨
場
感
を
味
わ
え
る

フ

ド
ホ

ル
﹂
な
ど
が
整
備

さ
れ
る


　
等
々
力
緑
地
の
球
技
専
用
ス

タ
ジ
ア
ム︵
延
べ
６
・
８
万
平
方


︶は
民
間
が
改
修
す
る
等
々

力
陸
上
競
技
場
の
所
有
権
を
川

崎
市
に
移
転
し

市
が
施
設
の

運
営

維
持
管
理
を
担
う

観

客
と
競
技
者
の
一
体
感
を
創
出

す
る
ス
タ
ン
ド
が
推
し
の
一

つ

フ


ル
ド
目
線
の
﹁
ゼ

ロ
タ

チ
席
﹂
な
ど
か
ら
今
ま

で
に
な
い
観
戦
環
境
と
価
値
を

提
供
す
る




地域の魅力創生

　スポーツがにぎわいの源泉　　　ＤｅＮＡ
球
場
・
ア
リ

ナ
と
ま
ち
　

一
体
運
営

（８）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　７月３１日　（水曜日） 第２部

﹁
ス
ポ

ツ
は
文
化
﹂
と
語
る

對
馬
本
部
長

ライブビューイングア
リーナの完成イメージ
（ＤｅＮＡ提供）　▶

川崎の複合エンターテインメント施設の完
成イメージ（ＤｅＮＡ提供）
◀

　
デ


・
エ
ヌ
・
エ
︵
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
︶

は

ス
ポ

ツ
を
軸
と
し
た
独
自
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

年
間
約
２

２
８
万
人
を
動
員
す
る
プ
ロ
野
球
﹁
横

浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ

ズ
﹂
を
は
じ

め

オ

ナ

を
務
め
る
ス
ポ

ツ
チ


ム
の
集
客
力
を
フ
ル
に
活
用

球
場

と
の
一
体
運
営
に
よ

て

周
辺
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

同
社
ス
ポ


ツ
・
ス
マ

ト
シ
テ

事
業
本
部
の
對

馬
誠
英
本
部
長
は
﹁
人
の
生
活
に
深
く

根
付
い
た
ス
ポ

ツ
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ


ル
を

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

き
た
い
﹂
と
話
す


　
同
社
の
２
０
２
４
年
３
月
期
決
算
を

見
る
と

ス
ポ

ツ
事
業
の
セ
グ
メ
ン

ト
利
益
は

億

百
万
円
︵
前
期
・
損

失

百
万
円
︶
と
な

た

さ
ら
な
る

成
長
の
鍵
を
握
る
の
は
ス
ポ

ツ
と
ま

ち
づ
く
り
の
連
携
だ

對
馬
本
部
長
は

﹁
ス
ポ

ツ
を
に
ぎ
わ
い
の
源
泉
と
し


ス
タ
ジ
ア
ム
を
一
体
運
営
す
る
こ
と

で

周
辺
街
区
に
ま
で
に
ぎ
わ
い
を
広

げ
て
い
く
﹂
と
事
業
の
成
長
戦
略
を
描

く


年
３
月
期
に
は
ス
ポ

ツ
事
業

で

億
円
の
利
益
達
成
を
目
指
す


□
□
□

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
先
陣
を
切


て
き
た
の
が

ベ
イ
ス
タ

ズ
の
ホ


ム
球
場
﹁
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
﹂
︵
横
浜

市
中
区
︶を
中
心
と
し
た
開
発
事
業
だ



年
の
買
収
後


年
か
ら
約
３
年
を

か
け
て
増
築
・
改
修
工
事
を
実
施

プ

ロ
野
球
開
催
時
の
収
容
人
数
を
２
万
８

９
６
６
人
か
ら
３
万
４
０
４
６
人
に
増

や
し
た


年
に
は
年
間
約
２
２
８
万

人
を
動
員
し

横
浜
市
内
で
も
有
数
の

集
客
力
を
誇
る
施
設
に
な

た


　
次
に
目
指
す
の
は

ス
タ
ジ
ア
ム
で

生
ま
れ
た
に
ぎ
わ
い
を
波
及
さ
せ
る
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り

ス
タ
ジ
ア
ム
と
道

路
を
挟
ん
で
隣
接
す
る
旧
横
浜
市
役
所

庁
舎
の
跡
地
で
は

三
井
不
動
産
ら
７

社
と
共
同
で
大
規
模
再
開
発
事
業
を
進

め
る

超
高
層
ビ
ル
を
含
む
総
延
べ
約


万
８
５
０
０
平
方

を
開
発
す
る
大

規
模
プ
ロ
ジ

ク
ト
で

ス
タ
ジ
ア
ム

と
つ
な
が
る
デ

キ
も
整
備
す
る



年
７
月
に
着
工
済
み
で


年
春
の
全

体
開
業
を
目
指
す


　
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
は

エ
リ
ア
の
中
心
部
に

位
置
す
る
﹁
ラ
イ
ブ
ビ


イ
ン
グ
ア

リ

ナ
﹂
の
建
設
を
手
掛
け
る

高
さ

８


幅


の
大
型
ス
ク
リ

ン
や

音
響
設
備
を
備
え
た
約
３
０
０
０
平
方


の
施
設
に
な
る

収
容
人
数
は
約
３

０
０
人
で

同
規
模
の
常
設
型
の
ラ
イ

ブ
ビ


イ
ン
グ
ア
リ

ナ
と
し
て
は

国
内
初
の
施
設
に
な
る
と
い
う


　
ア
リ

ナ
で
は
ベ
イ
ス
タ

ズ
の
試

合
は
も
ち
ろ
ん

野
球
以
外
の
ス
ポ


ツ
や
音
楽
ラ
イ
ブ
な
ど
も
配
信
し

１

年
を
通
じ
て
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト

を
体
験
で
き
る
よ
う
に
す
る

野
球
の

試
合
は
テ
レ
ビ
中
継
用
の
映
像
に
加

え

キ


チ


や
セ
ン
タ


ブ

ル
ペ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の

映
像
を
マ
ル
チ
ス
ク
リ

ン
で
放
映


對
馬
本
部
長
は
﹁
野
球
の
コ
ア
な
フ


ン
ほ
ど
楽
し
め
る
空
間
に
な
る
﹂
と
自

信
を
見
せ
る


　
球
団
の
チ
ア
リ

ダ

に
よ
る
パ
フ



マ
ン
ス
や

Ｏ
Ｂ
選
手
に
よ
る
解

説
会
な
ど

球
団
の
オ

ナ

だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
も
積
極
的
に
展

開
す
る

﹁
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ち

う
ち


な
く
使
い

一
体
で
に
ぎ
わ
い
を
つ

く

て
い
け
る
の
が
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
な
ら
で

は
の
強
み
だ
﹂
︵
對
馬
本
部
長
︶


□
□
□

　

年
に
買
収
し
た
プ
ロ
バ
ス
ケ

ト

ボ

ル
Ｂ
リ

グ
﹁
川
崎
ブ
レ
イ
ブ
サ

ン
ダ

ス
﹂
の
オ

ナ

と
し
て

同

チ

ム
が
本
拠
を
置
く
川
崎
市
で
も
ま

ち
づ
く
り
の
構
想
を
進
め
る

京
急
川

崎
駅
︵
川
崎
区
︶
の
隣
接
地
で
は

１

万
５
０
０
０
人
を
収
容
可
能
な
新
た
な

ホ

ム
ア
リ

ナ
を
含
む
複
合
エ
ン
タ

メ
施
設
を
建
設
す
る


　
川
崎
市
は
ダ
ン
ス
や
ス
ケ

ト
ボ


ド
な
ど
﹁
ス
ト
リ

ト
カ
ル
チ


の

街
﹂
と
し
て
の
側
面
を
持
つ

ブ
レ
イ

キ
ン
や
Ｂ
Ｍ
Ｘ

ス
ケ

ト
ボ

ド
を

は
じ
め
と
し
た
若
者
に
人
気
の
あ
る
文

化
を
活
用
し

若
年
層
の
可
能
性
を
広

げ
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
向
け
て


若
者
文
化
の
認
知
度
向
上
や
機
運
醸
成

を
図

て
い
る


　
計
画
の
名
称
は
﹁
川
崎
新
！
ア
リ


ナ
シ
テ

・
プ
ロ
ジ

ク
ト
﹂

現
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
モ

タ

ス
ク

ル
川
崎
校

敷
地
に
建
設
す
る

バ
ス
ケ

ト
ボ


ル
の
試
合
開
催
時
に
約
１
万
５
０
０
０

人
が
収
容
で
き
る
多
目
的
ア
リ

ナ
を

核
に
宿
泊
施
設
飲
食
施
設
公
園


ス
パ

サ
ウ
ナ

ラ
イ
ブ
ホ

ル
な
ど

を
備
え
る
複
合
エ
ン
タ
メ
施
設
を
計
画

す
る


年
に
着
工
し


年

月
の

竣
工
・
開
業
を
予
定
す
る


　
川
崎
ブ
レ
イ
ブ
サ
ン
ダ

ス
を
引
き

継
い
だ
当
初
か
ら

同
プ
ロ
ジ

ク
ト

を
構
想
し
て
い
た
と
い
う

完
成
後
の

経
済
波
及
効
果
は
年
間
１
２
０
０
億
円

超
と
試
算
し
て
い
る


　
施
設
は
京
浜
急
行
電
鉄
と
共
同
で
開

発
し

運
営
は
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
が
主
体
と
な

る
民
設
民
営
の
プ
ロ
ジ

ク
ト

羽
田

空
港
に
直
結
す
る
立
地
を
生
か
し

世

界
に
開
か
れ
た
施
設
を
目
指
す

横
浜

と
同
様
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
持

て
い
る

か
ら
こ
そ
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
で

き
る


　
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
は
野
球
バ
ス
ケ
に
加
え



年
に
は
サ

カ

Ｊ
リ

グ
﹁
Ｓ
Ｃ

相
模
原
﹂
も
買
収
し
た

ス
ポ

ツ
コ

ン
テ
ン
ツ
で
得
た
経
営
資
源
を
基
に


事
業
を
さ
ら
に
多
角
化
さ
せ
て
い
く


對
馬
本
部
長
は
﹁
会
場
が
ど
う
い
う
演

出
を
し
て

ど
う
い
う
雰
囲
気
を
作


て
い
く
か
で
エ
ン
タ
メ
の
価
値
は
何
倍

に
も
な
る

会
場
と
の
一
体
経
営
は


ス
ポ

ツ
事
業
で
必
ず
や
る
べ
き
手
法

だ
﹂
と
主
張
す
る


　
今
後

重
要
拠
点
の
開
業
に
向
け
て

施
設
の
高
収
益
化
を
目
指
し

必
要
な

ケ
イ
パ
ビ
リ
テ

︵
組
織
的
能
力
︶
の

獲
得
と
ト
ラ
イ
ア
ル
を
多
面
的
に
展
開

す
る

對
馬
本
部
長
は
﹁
新
し
い
こ
と

に
チ

レ
ン
ジ
し

積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
が
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
の
存
在
意
義
だ

デ

ラ
イ
ト︵
喜
び
︶に
あ
ふ
れ
る﹃
Ｄ
ｅ
ｌ

ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｆ
ｕ
ｌ
　
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
構
想
﹄

の
実
現
に
向
け

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
︵
計
画
・

実
行
・
評
価
・
改
善
︶
サ
イ
ク
ル
を
回

し
て
い
く
﹂
と
展
望
す
る




築地地区開発　世界水準のマルチ施設整備　

周辺の小中学校や都市基盤にも影響

東
京
日
本
の
国
際
競
争
力
強
化
へ

（９） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　７月３１日　（水曜日）第２部

　築地地区で進展する大規模再開発に伴
い、周辺地域のさまざまな領域に影響が
及んでいる。レジデンス棟の整備による
人口増が、周辺の小中学校を逼迫（ひっ
ぱく）させる可能性が浮上。都心部・臨
海地下鉄の開通前に施設の開業が進めば
公共交通機関がパンクする恐れもあり、
新橋駅などターミナル駅とを結ぶ重層的

な歩行者ネットワークの整備も欠かせな
い。東京・中央区は事業者側への要望書
をまとめており、年度中にも事業者と
の間で、配慮事項を確認する協定書を交
わしたい考えだ。
　三井不動産を代表企業とする事業者側
は敷地内に９棟を整備し、うち３棟にレ
ジデンスが入る。賃貸と分譲を合わせた

住戸数は～戸を想定。数千人規模
の人口増があり得る状況だ。
　ただ臨海部で活発なマンション開発に
伴い、既に周辺の小中学校は不足気味。
近年では東京五輪・パラリンピック選手
村のマンション「晴海フラッグ」（中央
区）の開発に伴い小学校を新設した事例
もあり、築地地区の開発が公共施設への
投資戦略に影響する可能性もある。
　公共交通網への影響も大きい。築地地
区の最寄り駅は都営地下鉄大江戸線築地

市場駅。ただ通勤需要などを見越してつ
くられた島式ホームの駅で、大江戸線自
体もトンネルの内径が比較的小さく、大
規模イベント時の旅客輸送には向かない
側面がある。
　区は人流の分散に向け、銀座や勝どき、
月島、新橋、汐留といったエリアへの広
域的・重層的な歩行者ネットワークが不

可欠と認識。要望書では新大橋通りをま
たぐ歩行者デッキなど、現時点で事業者
側が言及していない内容も含め、バリア
フリーに対応した歩行者空間の整備に取
り組むよう訴えている。
　こうした都市基盤整備を通じて一帯の
アクセス性が高まれば、周辺で新たな再
開発が誘発される可能性もある。ダイナ
ミックな変貌を続ける築地エリアは、今
後もさまざまな業界から熱視線を集めそ
うだ。

築地地区まちづくり事業の完成イメージ（三井不らの公表資料から）

築
地
市
場
跡
地
の
現
況

　
東
京
都
心
部
に
あ
る
約

万
平
方


の
広
大
な
土
地
で

総
延
べ
１
１
７
万

平
方

の
大
規
模
再
開
発
が
始
動
す

る

東
京
都
は
４
月

﹁
築
地
地
区
ま

ち
づ
く
り
事
業
﹂
の
公
募
型
プ
ロ
ポ


ザ
ル
で

事
業
予
定
者
と
し
て
三
井
不

動
産
を
代
表
企
業
と
す
る
グ
ル

プ
を

選
定

最
大
５
万
７
０
０
０
人
を
収
容

で
き
る
全
天
候
型
ス
タ
ジ
ア
ム
を
は
じ

め

国
際
水
準
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
︵
国
際
的

な
イ
ベ
ン
ト
︶
施
設
や

最
先
端
技
術

を
集
め
た
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
拠

点
な
ど
を
整
備
す
る

陸
・
海
・
空
を

結
ぶ
次
世
代
型
交
通
拠
点
と
し
て
の
機

能
も
付
与

総
事
業
費
は
約
９
０
０
０

億
円
を
見
込
み

２
０
２
５
年
度
の
着

工


年
代
後
半
の
全
体
開
業
を
目
指

す


　
事
業
は
三
井
不
と
ト
ヨ
タ
不
動
産


読
売
新
聞
グ
ル

プ
本
社
の
３
社
が
主

体
で
推
進
す
る

５
月
１
日
に
会
見
し

た
三
井
不
の
植
田
俊
社
長
は
﹁
東
京


日
本
の
国
際
競
争
力
を
左
右
す
る
大
変

重
要
な
プ
ロ
ジ

ク
ト
で

身
が
引
き

締
ま
る
思
い
だ
﹂
と
抱
負
を
語

た


□
□
□

　
計
画
地
は
築
地
市
場
跡
地
に
当
た
る

中
央
区
築
地
５

６

同
市
場
が

年

に
豊
洲
市
場
に
移
転
し
た
後

上
屋
の

解
体
が
進
み

現
況
は
建
物
の
基
礎
な

ど
が
残

て
い
る

東
京
都
は
跡
地
の

活
用
に
向
け


年

月
に
公
募
型
プ

ロ
ポ

ザ
ル
の
手
続
き
を
開
始
し
て
い

た


　
敷
地
内
に
は
９
棟
を
建
設
す
る

中

央
に
マ
ル
チ
ス
タ
ジ
ア
ム
を
配
置

ス

タ
ジ
ア
ム
を
囲
む
よ
う
に
八
つ
の
建
築

物
が
立
ち
並
ぶ
格
好
で

朝
日
新
聞
社

の
東
京
本
社
ビ
ル
に
面
し
た
敷
地
北
側

に
は
延
べ
床
面
積
で
最
大
︵
約

万
平

方

︶
の
﹁
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
・
商

業
複
合
棟
﹂
が
立
つ


　
マ
ル
チ
ス
タ
ジ
ア
ム
は
大
屋
根
を
持

つ
全
天
候
型
を
採
用

用
途
に
応
じ
て

フ


ル
ド
や
座
席
が
動
き

ス
タ
ジ

ア
ム
や
ア
リ

ナ

劇
場

展
示
場
な

ど
自
由
自
在
に
姿
を
変
え
る

野
球
や

サ

カ


ラ
グ
ビ

と
い

た
ス
ポ


ツ
の
ほ
か

ｅ
ス
ポ

ツ
大
会
や
コ

ン
サ

ト

コ
ン
ベ
ン
シ

ン
な
ど
の

開
催
を
想
定

世
界
の
要
人
が
訪
れ
る

ケ

ス
も
想
定
し

世
界
レ
ベ
ル
の
迎

賓
機
能
や
Ｖ
Ｉ
Ｐ
ル

ム

ラ
ウ
ン
ジ

も
併
設
す
る


　
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
・
商
業
複
合
棟

は
三
井
不
が
日
本
橋
エ
リ
ア
を
中
心
に

形
成
を
進
め
る

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
機
能
の
中
核
に
な
る
と
み
ら
れ

る

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

や
ヘ
ル
ス

ケ
ア
と
い

た
産
業
の
振
興
に
向
け


最
先
端
の
研
究
開
発
機
能
を
集
積

新

大
橋
通
り
を
挟
ん
で
向
か
い
に
立
つ
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ

と
も
連
携
し


人
的
交
流
も
活
発
化
し
て
国
際
競
争
力

を
強
め
る


□
□
□

　
交
通
結
節
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
の

が

敷
地
東
端
の
隅
田
川
沿
い
に
立
つ

﹁
舟
運
・
シ
ア
タ

ホ

ル
複
合
棟
﹂

だ

三
井
不
は
自
ら
電
動
船
を
建
造
・

所
有
し

築
地
を
ハ
ブ
と
し
た
新
た
な

舟
運
ネ

ト
ワ

ク
を
構
築
す
る
考

え

上
流
の
浅
草
・
日
本
橋
方
面
や


下
流
の
芝
浦
・
羽
田
方
面
を
結
び

イ

ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
を
タ

ゲ

ト
に
移

動
利
便
性
を
高
め
る

施
設
に
は
﹁
空

飛
ぶ
ク
ル
マ
﹂
の
ポ

ト
も
整
備

周

辺
で
は
都
心
・
臨
海
地
下
鉄
新
線
や
都

市
高
速
道
路
晴
海
線
と
い

た
都
市
基

盤
整
備
も
予
定
さ
れ

駅
や
出
入
り
口

が
周
辺
に
で
き
れ
ば

交
通
結
節
拠
点

と
し
て
の
役
割
は
一
層
高
ま
る


　
他
に
も
最
大
２
４
０
０
人
収
容
の
ホ


ル
を
備
え
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
や

国

際
水
準
の
ホ
テ
ル

オ
フ

ス
や
レ
ジ

デ
ン
ス
な
ど
が
建
設
さ
れ
る
予
定

臨

海
部
の
に
ぎ
わ
い
拠
点
と
し
て
で
な

く

東
京
の
国
際
競
争
力
を
高
め
る
切

り
札
と
し
て
も
期
待
が
集
ま
る


　
グ
ル

プ
に
は
事
業
主

の
３
社
以
外
に

設
計
者

と
し
て
日
建
設
計
と
パ
シ

フ


ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ

施
工
者
と
し
て
鹿
島

と
清
水
建
設

竹
中
工
務

店
が
参
加

朝
日
新
聞
社

と
ト
ヨ
タ
自
動
車
も
協
力

者
と
し
て
名
を
連
ね
て
い

る




変わりゆくライフスタイル・価値観

広
が
る
時
代

　
多
様
な﹁
ひ
と
り
﹂

博報堂生活総合研究所上席研究員

松井　博代氏

ポ
ジ
テ

ブ
な
ニ

ズ
を
受
け
止
め
て

東京・代の％
地方移住に関心　

都市・まちに

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　７月３１日　（水曜日） 第２部��������������������������������������������������

���������
　
生
活
者
の
意
識
と
行
動
に
対
し
て
研
究

を
行
う
博
報
堂
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
組
織

﹁
博
報
堂
生
活
総
合
研
究
所
﹂
︵
石
寺
修

三
所
長
︶
が

﹁
ひ
と
り
﹂
の
時
間
や
行

動
を
大
事
に
し
よ
う
と
す
る
志
向
の
広
ま

り
に
着
目
し
﹁
ひ
と
り
マ
グ
マ
﹂と
い
う

キ

ワ

ド
を
打
ち
出
し
た

ス
マ

ト

フ

ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
誰
と
で
も
つ
な
が
れ
る
時
代

孤
独

と
い
う
否
定
的
な
意
味
合
い
で
は
な
く


個
の
時
間
と
誰
か
と
一
緒
に
い
る
時
間
と

を
自
由
に
行
き
来
す
る
こ
と
で

人
生
を

よ
り
豊
か
に
し
て
い
く
方
向
性
と
な
る


　
﹁
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に

あ
え
て
ひ
と
り
で
い
る
﹃
さ
み
し
く
な
い

ひ
と
り
﹄
が
登
場
し
て
い
る
﹂

同
研
究

所
の
松
井
博
代
上
席
研
究
員
は

ひ
と
り

を
巡
る
意
識
変
化
の
潮
流
を
こ
う
説
明
す

る

同
研
究
所
の
分
析
に
よ
る
と

戦
後


１
９
７
０
年
代
は
﹁
一
億
総
中
流
﹂
と

言
わ
れ
た
よ
う
に
皆
と
同
じ
で
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ

ひ
と
り
で
い
る
こ
と
は
異

端
の
よ
う
な
イ
メ

ジ
だ

た


年
代



年
代
前
半
に
は
﹁
独
身
貴
族
﹂
や

﹁
フ
リ

タ

﹂
が
認
知
さ
れ

﹁
個
﹂

を
前
提
と
す
る
家
族
関
係
も
模
索
さ
れ
る

よ
う
に
な
る


　

年
代
後
半

２
０
０
０
年
代
に
か
け

て
は

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
リ
ス
ト
ラ

や
非
正
規
雇
用
者
の
増
加

孤
独
死
が
社

会
問
題
化

﹁
ひ
き
こ
も
り
﹂
や
﹁
パ
ラ

サ
イ
ト
・
シ
ン
グ
ル
﹂に
注
目
が
集
ま
り


ひ
と
り
が
不
安
に
結
び
付
く
イ
メ

ジ
が

広
が

た

一
方
で

個
の
確
立
が
で
き

て
い
る
大
人
の
女
性
を﹁
お
ひ
と
り
さ
ま
﹂

と
肯
定
的
に
見
る
動
き
も
出
て
き
た


　

年
代
以
降
は

ス
マ
ホ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

浸
透
で
不
特
定
多
数
の
人
と
の
つ
な
が
り

を
つ
く
れ
る
よ
う
に
な

た
こ
と
も
あ

り

ひ
と
り
で
も
気
に
な
ら
な
い
時
代
に

な

た

﹁
ソ
ロ
活
﹂
な
ど
ひ
と
り
を
タ


ゲ

ト
に
し
た
商
品
や
サ

ビ
ス
も
拡

充

﹁
ひ
と
り
を
楽
し
む
ポ
ジ
テ

ブ
な

流
れ
に
な

て
い
る
﹂
︵
松
井
氏
︶


　
時
代
と
共
に
意
識
は
変
化
し
て
い
る


﹁
年
功
序
列
や
昔
な
が
ら
の
習
慣
な
ど

﹃
す
べ
き
﹄
が
減

て

﹃
や

て
も
い

い
﹄
と
い
う
意
識
に
変
わ

て
き
た

健

康
寿
命
も
延
び
て
何
か
を
﹃
や
り
た
い
﹄

と
い
う
意
識
が
強
ま

て
い
る

年
配
の

人
が
ア
イ
ド
ル
を
応
援
す
る
﹃
推
し
活
﹄

を
楽
し
む
な
ど
年
齢
に
よ
る
嗜
好
︵
し
こ

う
︶
の
違
い
も
小
さ
く
な

て
い
る

か

つ
て
は
女
性
が
ひ
と
り
で
い
る
と

か
わ

い
そ
う
な
人
や
変
わ

た
人
の
よ
う
に
見

ら
れ
る
風
潮
が
あ

た

女
性
が
解
放
さ

れ
て
き
た
歴
史
と
も
重
な
る
と
思
う
﹂
と

松
井
氏
は
話
す


　
　
　
⊃
⊂
●
⊂
⊃

　
同
研
究
所
が
昨
年
８
月
に



歳
男

女
に
対
し
て
実
施
し
た
﹁
ひ
と
り
意
識
・

行
動
調
査
﹂
に
よ
る
と

﹁
ひ
と
り
で
い

る
方
が
好
き
﹂
な
人
は

・
３
％
と
半
数

超
を
占
め
た

１
９
９
３
年
に
行

た
同

様
の
調
査
の
結
果︵

・
５
％
︶よ
り
も



・
８

増
加
し
て
い
る

別
の
ウ

ブ

で
の
調
査
で
は

・
４
％
が
ひ
と
り
が
好

き
と
答
え
て
い
る

松
井
氏
は
﹁
総
ひ
と

り
社
会
と
言
え
る
よ
う
な
大
き
な
ム

ブ

メ
ン
ト
に
な
る
と
感
じ
て
い
る
﹂と
話
す


あ
え
て
ひ
と
り
の
時
間
を
つ
く
る
こ
と

で

や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
受

け
止
め
方
だ


　
ひ
と
り
の
在
り
方
も
変
わ

て
き
て
い

る

集
団
で
い
な
が
ら
も

そ
れ
ぞ
れ
が

好
き
勝
手
に
ス
マ
ホ
を
い
じ

て
い
る
姿

が
目
立
つ

一
方

家
に
ひ
と
り
で
い
な

が
ら

遠
く
離
れ
た
他
人
と
同
じ
エ
ン
タ


テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
見
て
盛
り
上
が
る
よ

う
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
よ
う
に
な


た

ひ
と
り
の
時
間
と
一
緒
の
時
間
が
共

存
し
な
が
ら

自
由
に
行
き
来
す
る
よ
う

な
状
態
が
日
常
の
姿
に
な
り
つ
つ
あ
る


　
同
研
究
所
は

ひ
と
り
に
な
る
こ
と
に

は
▽
感
受
性
が
高
ま
る
▽
自
分
と
向
き
合

え
る
▽
好
機
を
生
か
せ
る
▽
想
定
外
に
出

会
え
る
｜
と
い
う
価
値
が
あ
る
と
み
る


﹁
ひ
と
り
は
弱
さ
で
は
な
く
強
さ
を
意
味

す
る
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
﹂

︵
松
井
氏
︶た
だ
ひ
と
り
に
な
り
た
い
欲

求
が
あ

た
と
し
て
も

す
べ
て
の
人
が

一
歩
を
踏
み
出
せ
る
と
は
限
ら
な
い


　
同
研
究
所
の
調
査
で
は

・
７
％
が


ひ
と
り
行
動
に
ハ

ド
ル
が
あ
る
と
回
答

し
た

﹁
家
事
や
仕
事
に
追
わ
れ
て
時
間

が
な
い
﹂
﹁
家
族
を
置
い
て
ひ
と
り
で
楽

し
む
こ
と
は
後
ろ
め
た
い
﹂
﹁
寂
し
い
人

に
見
ら
れ
る
の
が
恥
ず
か
し
い
﹂
﹁
ナ
ビ

が
あ

て
も
迷
子
に
な
る
﹂



生
活

上
の
制
約
や
人
間
関
係

自
意
識

対
応

力
不
足
な
ど
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
だ


　
ハ

ド
ル
を
取
り
除
け
ば

前
向
き
な

ひ
と
り
行
動
が
も

と
増
え
る
可
能
性
が

あ
る

そ
う
し
た
認
識
か
ら

ひ
と
り
を

求
め
る
解
放
に
至

て
い
な
い
エ
ネ
ル
ギ


を
﹁
ひ
と
り
マ
グ
マ
﹂
と
名
付
け
た


新
た
な
活
動
や
消
費
を
生
み
出
す
源
泉
の

一
つ
で
あ
り

ビ
ジ
ネ
ス
チ

ン
ス
に
つ

な
が
る
と
み
る


　
　
　
⊃
⊂
●
⊂
⊃

　
ひ
と
り
マ
グ
マ
に
着
目
し
た
市
場
活
性

化
ア
イ
デ
ア
も
挙
げ
て
い
る

個
室
で
味

わ
う
フ
レ
ン
チ
な
ど
特
別
な
体
験
の
創
出

な
ど
は

ひ
と
り
で
い
る
価
値
を
高
め
る

方
向
性
と
な
る

ハ

ド
ル
に
な

て
い

る
部
分
を
取
り
除
く
サ

ビ
ス
も
考
え
ら

れ
る

時
間
が
足
り
な
い
人
が
タ

ゲ


ト
で
あ
れ
ば

既
に
あ
る
映
画
を
見
な
が

ら
食
事
が
で
き
る
店
や

ネ
イ
ル
と
フ


イ
ス
ケ
ア
を
同
時
に
提
供
す
る
美
容
サ
ロ

ン
の
よ
う
に
時
間
を
効
率
化
す
る
サ

ビ

ス
は

価
格
が
高
く
て
も
満
足
度
を
得
ら

れ
る
だ
ろ
う

家
族
か
ら
の
理
解
を
気
に

す
る
人
に
対
し
て
は

ボ
ラ
ン
テ

ア
や

リ
ス
キ
リ
ン
グ
︵
学
び
直
し
︶
と
組
み
合

わ
せ
た
旅
行
プ
ラ
ン
を
提
供
す
る
な
ど
の

ア
イ
デ
ア
も
あ
る


　
同
研
究
所
の
ア
ン
ケ

ト
に
よ
る
と


ひ
と
り
で
い
る
他
人
に
対
す
る
印
象
は

﹁
自
由
そ
う
﹂
や
﹁
こ
だ
わ
り
が
あ
る
﹂

な
ど
ポ
ジ
テ

ブ
に
感
じ
る
人
が
多
い


﹁
ネ
ガ
テ

ブ
に
思

て
い
る
の
は
自
分

だ
け

気
に
な
ら
な
い
場
づ
く
り
や
ま
ち

づ
く
り
が
あ
る
と
良
い
﹂
︵
松
井
氏
︶


　
ひ
と
り
行
動
は

消
費
や
選
択
に
対
す

る
コ
ン
ト
ロ

ル
権
を
自
ら
持
と
う
と
す

る
意
識
に
も
つ
な
が
り
そ
う
だ

松
井
氏

は

新
た
な
キ

ワ

ド
に
﹁
決
め
な
い

買
い
物
﹂
や
﹁
決
め
な
い
時
代
﹂
を
挙
げ

る

﹁
普
通
や
当
た
り
前
が
な
く
な

て

き
て

決
め
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
る
リ
ス

ク
が
高
い
と
感
じ
る
人
が
増
え
る
の
で
は

な
い
か

可
変
性
が
高
い
方
が
選
ば
れ
る

﹃
決
め
な
い
時
代
﹄
が
到
来
し
て
い
る
﹂

と
指
摘
す
る


　
転
職
に
対
す
る
ハ

ド
ル
が
下
が

て

い
る
こ
と
や

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ

ン
で

服
や
家
具
を
レ
ン
タ
ル
す
る
若
者
が
増
え

て
い
る
こ
と
も
そ
う
し
た
表
れ

気
に
入

ら
な
け
れ
ば
気
軽
に
変
え
て
い
く
よ
う
な

ス
タ
イ
ル
が
浸
透
し
て
い
る


　
住
ま
い
や
都
市
に
対
す
る
姿
勢
も
変
化

し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る

松
井
氏
は

﹁
ま
ち
と
い
う
と
静
的
な
動
か
な
い
物
と

い
う
感
じ
が
し
て
い
た
が

こ
れ
か
ら
は

動
的
な
ま
ち
が
求
め
ら
れ
て
い
く
か
も
し

れ
な
い
﹂
と
み
る

都
市
を
造
る
立
場
で

あ
る
建
設
産
業
も

新
た
な
動
き
に
注
目

し
て
い
く
必
要
が
あ
る


　コロナ禍を経た生活様式やデジタル技術の進展、相次ぐ自然災害、多様性に対する意識の高まりなど
を背景に、人々のライフスタイルや価値観に変化が生じている。「ひとり」の時間を有意義に過ごそう
とする動きや、日常・非日常という枠組みを超えた新たな価値を重視する取り組みが広がっている。ヒ
ントになる考え方や生まれている潮流を、有識者のインタビューやデータから見ていく。

　
コ
ロ
ナ
禍
や
働
き
方
・
暮
ら
し
方
の

変
化
で

新
し
い
人
の
流
れ
が
生
ま
れ

て
い
る

国
土
交
通
省
は
２
０
２
４
年

版
首
都
圏
白
書
で

東
京
都
の
子
育
て

世
代︵



代
︶が

首
都
圏
近
郊
へ

と
転
出
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
状
況
を

報
告

地
方
移
住
に
関
心
が
あ
る
東
京

圏
在
住
者
の
割
合
は


年
に

・
２

％
だ

た
の
が


年
に
は

・
１
％

に
増
加
し
た

代
で
は

・
８
％
と
半

数
に
近
づ
い
て
い
る
‖
グ
ラ
フ
参
照


　

年
の
テ
レ
ワ

ク
実
施
比
率
は


全
国
で

％
な
の
に
対
し

東
京

区

は

％
と
な

て
い
る
若
者
世
代
は


テ
レ
ワ

ク
や
地
方
移
住
な
ど
多
様
な

働
き
方
・
暮
ら
し
方
に
対
す
る
意
識
が

強
い

東
京
都
区
部
の
住
宅
価
格
が
上

昇
し
て
い
る
こ
と
も
要
因
に
あ
る
と
み

ら
れ
る

地
方
移
住
や
２
地
域
居
住


ワ

ケ

シ

ン
な
ど
へ
の
関
心
の
高

ま
り
は

大
都
市
と
地
方
の
両
方
に
影

響
を
与
え
て
い
き
そ
う
だ


（国土交通省「年版
首都圏白書」から）



新
た
な
潮
流
に

﹁
フ


ズ
フ
リ

﹂

フェーズフリー協会代表理事

佐藤　唯行氏ア
イ
デ
ア
は
無
限
社
会
に
気
付
き
を

日常時も非日常時も

コロナ禍、デジタル進展、災害多発で意識に変化　さらに豊かな

（１１） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　７月３１日　（水曜日）第２部 ��������������������
　
日
常
時
や
非
常
時
な
ど
の
フ


ズ

︵
社
会
の
状
態
︶
に
か
か
わ
ら
ず

適
切

な
生
活
の
質
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
﹁
フ



ズ
フ
リ

﹂
と
呼
ぶ
考
え
方
・
概
念

が
社
会
に
浸
透
し
て
き
た

二
つ
の
フ



ズ
を
ま
た
い
で
活
躍
す
る
商
品
や
サ


ビ
ス

施
設
が
増
え
る
こ
と
で

安
心
し

て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
に
つ
な
げ
る
狙

い
だ

ア
イ
デ
ア
を
生
か
す
場
面
は
多
数

あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る

社
会
課
題
の
解

決
と

競
合
商
品
な
ど
と
の
差
別
化
に
よ

る
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ン
ス
創
出
を
両
立
す
る

新
た
な
価
値
に
注
目
が
集
ま

て
い
る


ど
の
よ
う
な
意
識
で
取
り
組
む
べ
き
な
の

か

フ


ズ
フ
リ

協
会
の
佐
藤
唯
行

代
表
理
事
に
聞
い
た
◇

　
｜
｜
フ


ズ
フ
リ

を
考
え
る
上
で

の
ポ
イ
ン
ト
は


　﹁
普
段
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
物
が


も
し
も
の
時
に
私
た
ち
を
守
れ
る
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
の
が
フ


ズ
フ

リ

だ

非
常
時
に
し
か
役
に
立
た
な
い

物
を
維
持
す
る
と
コ
ス
ト
や
負
担
に
な


て
し
ま
う

非
常
時
だ
け
で
は
な
く

普

段
か
ら
使
い
勝
手
が
良
く
便
利
な
物
が
非

常
時
に
も
役
立
つ
か
ら
こ
そ

新
し
い
価

値
と
し
て
訴
求
力
が
あ
る
﹂

　
｜
｜
先
進
事
例
は


　
﹁
北
海
道
小
清
水
町
の
防
災
拠
点
型
複

合
庁
舎
に
は

カ
フ

や
フ


ト
ネ
ス

ジ
ム
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ

を
導
入
し
て


町
民
が
日
常
的
に
利
用
し
て
に
ぎ
わ
い
を

生
み
出
し
て
い
る

非
常
時
に
は

フ



ト
ネ
ス
ジ
ム
が
一
時
避
難
場
所

カ
フ


が
炊
き
出
し
施
設
と
な
り

ラ
ン
ド
リ


で
衣
服
を
洗
う
こ
と
が
で
き
る

普
段

か
ら
便
利
で

非
常
時
に
も
役
立
つ
か
ら

と
て
も
喜
ば
れ
て
い
る
﹂

　﹁
徳
島
県
鳴
門
市
庁
舎
は
東
西
南
北
ど

こ
か
ら
も
入
れ
る
よ
う
に
な

て
い
て


１
階
は
視
認
性
が
高
い
広
い
空
間
に
し
て

い
る

市
民
が
必
要
な
窓
口
に
行
き
や
す

く

使
い
勝
手
と
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
て
い

て

災
害
時
も
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
逃
げ

込
み
や
す
い
﹂

　
　
　
⊃
⊂
●
⊂
⊃

　
｜
｜
広
が
り
へ
の
認
識
は


　
﹁
行
政
の
上
位
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
る

よ
う
に
な
り

か
な
り
浸
透
し
て
い
る
と

思
う

第
６
次
環
境
基
本
計
画
で
は
フ



ズ
フ
リ

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
促
進
が
掲
げ
ら
れ
た


社
会
保
障
制
度
や
食
糧
政
策
で
も
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る

フ


ズ
フ
リ

な
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
も
増

え
て
い
る

東
京
都
調
布
市
は
総
合
計
画

で
防
災
や
教
育

福
祉
な
ど
す
べ
て
の
施

策
に
フ


ズ
フ
リ

の
観
点
を
取
り
入

れ
て
い
る

石
川
県
に
よ
る
能
登
半
島
地

震
か
ら
の
創
造
的
復
興
プ
ラ
ン
に
も
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
﹂

　
﹁
だ
が

災
害
が
い
つ
起
き
る
か
分
か

ら
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
展
開
は
遅
い


概
念
が
広
が
る
だ
け
で
は
社
会
は
安
全
に

な
ら
な
い

フ


ズ
フ
リ

な
商
品
や

サ

ビ
ス

施
設
が
暮
ら
し
に
あ
ふ
れ
て

い
く
形
に
な
ら
な
け
れ
ば
十
分
と
は
い
え

な
い
﹂

　
｜
｜
ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば
良
い
の

か


　
﹁
﹃
非
常
時
に
必
要
な
物
は
？
﹄
と
聞

か
れ
て

皆
さ
ん
は
ど
う
答
え
る
だ
ろ
う

か

何
か
に
絞
り
込
め
る
だ
ろ
う
か

食

べ
物
も
衣
服
も

も

と
言
え
ば
娯
楽
も

必
要
だ

普
段
要
る
物
は

非
常
時
に
も

必
要
な
の
だ

だ
が

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

物
を
備
え
る
こ
と
は
現
実
的
に
不
可
能


だ
が

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物
を
フ


ズ

フ
リ

に
す
る
こ
と
は
で
き
る
﹂

　
﹁
例
え
ば
紙
容
器
は

そ
れ
だ
け
で
あ

れ
ば
差
別
化
が
難
し
い

あ
る
メ

カ


は

紙
コ

プ
に
計
量
で
き
る
デ
ザ
イ
ン

を
取
り
入
れ
た

乳
児
に
粉
ミ
ル
ク
を
あ

げ
る
時

普
段
で
あ
れ
ば
計
量
カ

プ
を

使
え
ば
良
い
が

災
害
時
に
避
難
所
に
は

な
い
た
め
不
便
に
な
る

普
段
か
ら
使


て
い
る
紙
コ

プ
で
計
量
で
き
れ
ば

多

少
価
格
が
高
く
て
も
そ
ち
ら
を
選
び

使

い
続
け
る
は
ず
だ
﹂

　
﹁
正
解
は
一
つ
で
は
な
い

別
の
有
効

な
機
能
を
思
い
つ
け
ば
取
り
入
れ
れ
ば
良

い

ア
イ
デ
ア
は
無
限
に
あ
る

日
常
の

商
品
や
サ

ビ
ス
で
は
提
案
が
飽
和
状
態

で
﹃
レ

ド
オ

シ

ン
﹄
に
な

て
い

る

し
か
し

普
段
の
暮
ら
し
を
豊
か
に

し
つ
つ
非
常
時
で
も
役
立
つ
提
案
が
で
き

れ
ば
﹃
ブ
ル

オ

シ

ン
﹄
に
な
る
﹂

　
﹁
災
害
時
や
非
常
時
に
し
か
取
り
組
め

な
い
提
案
は

一
般
市
民
か
ら
は
遠
い
存

在
に
な
り
が
ち
だ

あ
る
学
校
で
は
中
距

離
走
を
す
る
時
に

３

と
い
う
よ
う
な

距
離
を
設
定
す
る
の
で
は
な
く

地
震
時

に
津
波
が
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
で
走


て
も
ら

た

同
じ
中
距
離
走
で
も
﹃
走

り
切
れ
た
﹄
や
﹃
お
じ
い
さ
ん
は
無
理
で

は
な
い
か
﹄と
い
う
気
付
き
が
生
ま
れ
る


算
数
の
授
業
で
は

動
物
の
走
る
ス
ピ


ド
で
例
示
し
て
い
た
問
題
を

津
波
の
速

さ
に
変
え
た

そ
う
す
る
と
自
分
よ
り
早

い
の
か
遅
い
の
か
興
味
が
湧
く

通
常
の

授
業
が
防
災
教
育
と
し
て
も
役
立
つ
﹂

　
﹁
子
育
て
中
の
人
が

手
で
野
菜
を
ち

ぎ

て
混
ぜ
て
包
丁
を
使
わ
な
い
料
理
を

し
て
い
た

手
抜
き
の
よ
う
な
罪
悪
感
を

覚
え
て
い
た
が

災
害
時
に
も
役
立
つ
と

気
付
い
た
こ
と
で
ポ
ジ
テ

ブ
に
な


た

手
だ
け
で
で
き
る
料
理
を
工
夫
し
て

い
け
ば

非
常
時
に
役
立
つ
ス
キ
ル
に
な

る

そ
う
し
た
発
想
で
身
の
回
り
を
見
回

し
て
ほ
し
い
﹂

　
　
　
⊃
⊂
●
⊂
⊃

　
｜
｜
建
設
産
業
へ
の
メ

セ

ジ
を


　﹁
建
設
産
業
が
手
掛
け
る
施
設
な
ど
は


多
く
の
人
が
利
用
し
て
目
に
触
れ
る
物
が

多
い

フ


ズ
フ
リ

が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
れ
ば

社
会
に
気
付
き
を
広
げ
る

良
い
触
媒
に
な
る

既
に
提
案
し
て
い
る

中
に
も
フ


ズ
フ
リ

な
取
り
組
み
が

あ
る
は
ず
だ

良
い
施
設
が
広
が
る
ほ
ど

社
会
課
題
が
解
決
し
て
い
く
﹂

　
﹁
経
済
性
と
社
会
貢
献
を
両
立
で
き
る

こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ

い
つ
来
る

か
分
か
ら
な
い
災
害
へ
の
対
応
に
は
投
資

が
難
し
い
が

普
段
の
暮
ら
し
を
良
く
す

る
提
案
で
あ
れ
ば
取
り
入
れ
ら
れ
る

建

設
産
業
が
先
導
役
と
な

て
活
躍
し
て
ほ

し
い
﹂


　■フェーズフリーは、防災の専門家として活動を続け
てきた佐藤唯行氏が年に提唱した。地震工学会や地
域安全学会などでの活動を経て、任意団体を設立。年
にフェーズフリー協会が発足し、普及活動などを展開し
ている。
　同協会は、▷どのような状況でも利用できる（常活性）
▷日常から使える（日常性）▷使い方や利用限界が分か
りやすい（直感性）▷気付きや災害に対するイメージを
生む（触発性）▷参加でき広められる（普及性）を原

則に掲げる。特定領域で非常時でも価値を提供するケー
スや、非常時に異なる価値を提供するケースなど四つの
カテゴリーも提示している図参照。
　優れた取り組みを普及していくため「フェーズフリー
認証（ＰＦ認証）」や表彰制度「フェーズフリーアワー
ド」も展開している。

四つのカテゴリー（フェーズフリー協会提供）



最先端のまちづくり事情

ニ

ズ
多
様
化
　

技
術
革
新
加
速

﹁
福
島
新
エ
ネ
社
会
構
想
﹂進
む

水電解装置を連結、製造規模拡大目指す

官
民
合
わ
せ

兆
円
投
資

電源構成　年度に～％

　脱炭素・環境　
再エネ・水素

（１２）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　７月３１日　（水曜日） 第２部

　
ま
ち
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
る
ニ

ズ
の
多
様
化
に

合
わ
せ

技
術
革
新
が
加
速
し
て
い
る

気
候
変
動

を
見
据
え

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

の
利
用
拡
大
を

後
押
し
す
る
と
と
も
に

建
物
内
な
ど
で
の
消
費
エ

ネ
ル
ギ

を
抑
制

再
開
発
の
円
滑
化
に
向
け
た
地

理
情
報
の
活
用
も
本
格
化
し
て
い
る

国
内
だ
け
で

な
く

遠
く
月
面
を
対
象
に
し
た
技
術
開
発
も
活
発

で

ロ
ケ

ト
発
射
台
や
実
験
施
設
が
あ
る
地
域
で

は
活
性
化
に
も
つ
な
が

て
い
る

ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
最
新
の
動
向
を
探

た


　再生可能エネルギーや水素を活用したま
ちづくりに積極的に取り組んでいるのが福
島県だ。行政や民間企業などの関係者で構
成する福島新エネ社会構想実現会議が
年に「福島新エネ社会構想」を策定。東日
本大震災からの復興に当たり、再エネの導
入を推進。年に同構想を改定し、再エネ
と水素を２本柱に位置付けた。
　再エネ分野では、沿岸部や阿武隈山地で
風力発電を展開。年４月時点で㎞の区
間で共用送電線の利用を開始した。県内で
の再エネ導入拡大に向け、阿武隈山地で約
ＭＷ（年度比約３倍）の風力発電の

運転を目指し、送電線をさらに整備する。
　ペロブスカイトの社会実装に向けた取り
組みにも注力する。県内の公共施設での先
行導入も含めて検討。具体的な設置場所は
決まっていないが、「目玉的にやっていく」
（資源エネルギー庁担当者）方針だ。
　水素社会の実現に向け、中心的な役割を
果たすのが浪江町にある福島水素エネル
ギー研究フィールド（ＦＨ２Ｒ）だ。新エ
ネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤ
Ｏ）や東芝エネルギーシステムズなどが建
設した施設で、内部には最大ＭＷの水素
製造装置を設置し、水の電気分解を行って
いる。
　装置がフル稼働すれば１時間当たり
ノルマル㎥の水素を製造できる。市販され
ている燃料電池自動車が２万㎞走行できる
量になるという。
　今後の技術開発に関してＮＥＤＯ水素・
アンモニア部の大平英二氏は「ＦＨ２Ｒに

今入っている装置をベースにしてスケール
アップしていく」との方向性を示す。世界
ではＦＨ２Ｒの数十倍規模の水素製造装置
を導入する計画がある。世界のトップにな
るためにも規模の拡大は不可欠だ。
　規模拡大に向けたアイデアとして、ＦＨ
２Ｒと同サイズの水電解装置を複数台並べ
て大規模化する計画を進めている。「
ｋＷの小型モジュールを複数台並べて運用
する試験を始めている」（大平氏）。これ
らの技術成果を基に、数年後にはＦＨ２Ｒ
の数倍規模の装置を検証するという。
　福島県で開発した技術は年のカーボン
ニュートラルに向け、全国にも展開する計
画だ。風力発電など、再エネ設備のメンテ
ナンス需要の増加も見込まれる。福島新エ
ネ社会構想実現会議では、福島県が再エネ、
水素に関する人材育成の一大拠点となるよ
う、産学官連携による取り組みを進める計
画だ。

　
持
続
的
な
経
済
成
長
と
脱
炭
素

型
の
ま
ち
づ
く
り
の
両
立
に
向

け

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

と
水

素
へ
の
期
待
が
一
層
高
ま

て
い

る

国
は
再
エ
ネ
の
電
源
構
成
を

２
０
２
２
年
度
の

・
７
％
か
ら


年
度
に
は



％
に
拡
大


水
素
の
供
給
量
は

年
の
２
０
０

万

か
ら

年
に
２
０
０
０
万


に
引
き
上
げ
る

発
電
効
率
の
向

上
や
水
素
の
製
造
コ
ス
ト
削
減
な

ど
課
題
は
山
積
し
て
い
る

乗
り

越
え
る
た
め
に
は
官
民
が
一
丸
と

な

た
取
り
組
み
が
欠
か
せ
な

い


　

年
６
月
に
成
立
し
た
Ｇ
Ｘ
推

進
法
で
は

国
が
﹁
Ｇ
Ｘ
経
済
移

行
債
﹂
を

年
度
か
ら

年
間
で

約

兆
円
発
行

同
国
債
を
呼
び

水
に
民
間
企
業
の
投
資
を
引
き
出

す

再
エ
ネ
の
大
量
導
入
や
住
宅

・
建
築
物
の
省
エ
ネ
ル
ギ

化


水
素
の
供
給
拡
大
な
ど
官
民
合
わ

せ
て

年
間
で
約
１
５
０
兆
円
の

投
資
を
目
指
し
て
い
る


　
再
エ
ネ
の
中
で
技
術
革
新
が
加

速
し
て
い
る
分
野
が
太
陽
電
池

だ

軽
く
て
柔
軟
性
が
あ
る
ペ
ロ

ブ
ス
カ
イ
ト
の
開
発
を
民
間
事
業

者
と
連
携
し
推
進

屋
根
だ
け
で

な
く
壁
面
に
も
取
り
付
け
る
こ
と

が
で
き

建
物
の
ス
ペ

ス
を
有

効
活
用
で
き
る

国
は
グ
リ

ン

イ
ノ
ベ

シ

ン
︵
Ｇ
Ｉ
︶
基
金

を
活
用
し

実
用
化
に
必
要
な
技

術
開
発
を
支
援
し
て
い
る


　
大
量
導
入
が
で
き

コ
ス
ト
を

抑
え
た
発
電
が
可
能
な
洋
上
風
力

発
電
は

再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化

に
向
け
た
切
り
札
に
位
置
付
け
て

い
る


年
に





の
発

電
を
見
据
え

こ
れ
ま
で
着
床
式

を
中
心
に
４
・
６


分
を
確
保

し
つ
つ
あ
る

設
置
す
る
エ
リ
ア

を
従
来
の
領
海
内
に
加
え

今
後

は
排
他
的
経
済
水
域
︵
Ｅ
Ｅ
Ｚ
︶

に
も
広
げ
る
予
定
だ

Ｅ
Ｅ
Ｚ
で

主
力
に
な
る
の
が
浮
体
式
の
洋
上

風
力
発
電


年
度
か
ら
大
規
模

実
証
を
進
め

コ
ス
ト
競
争
力
の

あ
る
生
産
体
制
の
構
築
を
後
押
し

し
て
い
る


　
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
活
用
が
想

定
さ
れ
る
水
素
は

脱
炭
素
化
を

担
う
原
燃
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る

水
電
解
装
置
を
使
い

電

気
と
水
を
反
応
さ
せ
て
水
素
だ
け

取
り
出
す


年
６
月
に
改
定
し

た
﹁
水
素
基
本
戦
略
﹂
で
は

国

内
外
の
日
本
関
連
企
業
に
よ
る
水

電
解
装
置
の
導
入
量
を

年
度
ま

で
に



に
す
る
と
定
め
て
い

る


　
水
電
解
装
置
の
普
及
拡
大
に
は

課
題
も
あ
る

水
素
の
製
造
コ
ス

ト
が
か
か
る
点
だ

資
源
エ
ネ
ル

ギ

庁
の
担
当
者
は
﹁
さ
ら
に
コ

ス
ト
を
下
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で

Ｇ
Ｉ
基
金
な
ど
で
技
術
開

発
を
支
援
す
る
﹂
と
話
す


　
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
と
浮
体
式
洋

上
風
力

水
電
解
装
置
の
技
術
開

発
は

国
と
し
て
も
特
に
注
目
し

て
い
る
﹁
技
術
開
発
を
推
進
し


官
民
連
携
も
さ
ら
に
強
化
し
て
い

く
﹂
方
針
だ


現
在
は
沿
岸
部
で
の
風
力
発
電
が
活

発
だ
が

今
後
は
Ｅ
Ｅ
Ｚ
へ
の
設
置

も
視
野
に
入
れ
て
い
る

　　ＦＨ２Ｒの水電解装置
（旭化成提供）



建物での消費量削減へ
企業、自治体が取り組み

１
万
㎡
超
オ
フ

ス
で
Ｃ
Ｎ
実
現

省エネ性能表示、消費者の関心高める

　脱炭素・環境　
ＺＥＢ・ＺＥＨ

（１３） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　７月３１日　（水曜日）第２部

省エネ性能ラベル
の例（国交省報道
発表資料から）

トヨタ紡織グローバル本社
（竹中工務店提供）

　
脱
炭
素
型
の
ま
ち
を
実
現
す
る

た
め
に
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ

の
利

用
拡
大
に
加
え

建
物
で
消
費
す

る
エ
ネ
ル
ギ

を
大
幅
に
減
ら
す

必
要
が
あ
る

建
築
物
の
年
間
１

次
エ
ネ
ル
ギ

消
費
量
の
収
支
を

ゼ
ロ
に
す
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
・
Ｚ
Ｅ
Ｈ
化

に
向
け

官
民
そ
れ
ぞ
れ
で
知
恵

を
絞

た
取
り
組
み
が
広
が

て

い
る


　
　
□
　
　
　
□

　
愛
知
県
刈
谷
市
に
２
０
２
０
年

５
月
に
完
成
し
た
﹁
ト
ヨ
タ
紡
織

グ
ロ

バ
ル
本
社
﹂
は
建
物
本
体

だ
け
で
は
な
く

周
辺
を
含
め
一

体
的
に
敷
地
の
使
い
方
を
見
直

し

本
社
・
工
場
全
体
で
カ

ボ

ン
ニ


ト
ラ
ル
︵
Ｃ
Ｎ
︶
を
実

現
し
た

複
数
の
省
エ
ネ
・
創
エ

ネ
を
組
み
合
わ
せ

床
面
積
が
１

万
平
方

を
超
え
る
オ
フ

ス
で

は
難
し
い
と
さ
れ
る
﹁
Ｎ
ｅ
ａ
ｒ

ｌ
ｙ
　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
﹂
を
実
績
値
で
達

成

運
用
段
階
で
の
二
酸
化
炭
素

︵
Ｃ
Ｏ

︶
を
大
幅
に
削
減
し
た

点
が
高
く
評
価
さ
れ


年
の
第


回
カ

ボ
ン
ニ


ト
ラ
ル
大

賞︵
建
築
設
備
技
術
者
協
会
主
催
︶

に
輝
い
た


　
自
動
車
内
装
品
を
主
力
と
す
る

ト
ヨ
タ
紡
織
が
発
注
し

竹
中
工

務
店
が
設
計
・
施
工

﹁
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ

に
配
慮
し
つ
つ

省

エ
ネ
ル
ギ

と
ウ

ル
ネ
ス
︵
健

康
・
快
適
性
・
知
的
生
産
性
︶
の

向
上
を
と
も
に
実
現
す
る
オ
フ


ス
﹂
︵
竹
中
工
務
店
名
古
屋
支
店

設
計
部
設
備
１
グ
ル

プ
シ
ニ
ア

チ

フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
石
橋
良
太

郎
氏
︶
を
目
指
し
て
い
る

も
と

も
と
の
樹
木
や
新
た
な
植
栽
に
よ

り
﹁
刈
谷
の
杜
︵
も
り
︶
﹂
と
し

て
外
構
の
半
分
以
上
を
緑
化
す
る

と
同
時
に

敷
地
境
界
か
ら
の
セ

キ

リ
テ


ラ
イ
ン
を
後
退
さ

せ
る
こ
と
で
閉
鎖
的
だ

た
空
間

を
﹁
街
に
開
い
た
場
﹂
に
再
整
備

し
た


　
本
社
社
屋
は
Ｓ
造
７
階
建
て
塔

屋
１
階
延
べ
１
万
３
１
１
９
平
方


の
規
模

本
社
・
工
場
全
体
と

も
に
水
力
発
電
由
来
の
Ｃ
Ｏ

フ

リ

の
グ
リ

ン
電
力
を
採
用
し

た

そ
の
上
で
屋
上
緑
化
や
人
感

セ
ン
サ

と
連
動
し
た
照
明
・
空

調
・
換
気
の
制
御
技
術

エ
ネ
ル

ギ

利
用
を
高
効
率
化
す
る
潜
顕

分
離
空
調
な
ど
を
導
入
し
て
い

る

Ｃ
Ｎ
大
賞
選
考
委
員
会
か
ら

は
﹁
今
後
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
脱

炭
素
社
会
に
向
け
中
・
大
規
模
オ

フ

ス
の
好
事
例
と
な
る
建
物
﹂

と
講
評
さ
れ
た


　
　
□
　
　
　
□

　
静
岡
県
は
補
助
金
制
度
を
設

け

建
物
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
・
Ｚ
Ｅ
Ｈ
化

を
積
極
的
に
推
進
す
る


年
に

策
定
し
た
第
４
次
静
岡
県
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ
き


非
住
宅
分
野
は

年
ま
で
に
Ｚ
Ｅ

Ｂ
　
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
や
建
築
物
省
エ

ネ
ル
ギ

性
能
表
示
制
度
︵
Ｂ
Ｅ

Ｌ
Ｓ
︶
を
取
得
し
た
建
築
物
を
１

５
０
件
以
上
に
増
や
す
目
標
を
掲

げ
る

新
築
す
る
公
共
施
設
は
Ｚ

Ｅ
Ｂ
　
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
以
上
の
達
成

を
基
本
方
針
と
し

既
存
施
設
で

は
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
設
置
に

取
り
組
む


　
民
間
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
機
運

を
高
め
る
た
め


年
度
に
は
Ｚ

Ｅ
Ｂ
設
計
費
補
助
金
を
ス
タ

ト

さ
せ
た

県
内
の
事
業
所
や
営
業

所
が
同
じ
く
県
内
の
建
築
士
事
務

所
な
ど
に
設
計
を
依
頼
す
る
工
事

を
対
象
に

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に
必
要
な

上
乗
せ
分
の
費
用
の
最
大
２
分
の

１
を
補
助
し
て
い
る

同
県
環
境

局
環
境
政
策
課
に
よ
る
と

年
度

は
計
４
件
が
竣
工
し


年
度
に

は
７
月
上
旬
時
点
で
既
に
２
件
の

申
し
込
み
が
あ
る


　
検
討
を
始
め
た

年
度
時
点
で

は
都
道
府
県
規
模
の
自
治
体
で
同

様
の
制
度
は
珍
し
か

た
と
い

う

基
準
や
支
給
金
額
は
先
行
す

る
新
潟
県
の
事
例
や
設
計
事
務
所

か
ら
の
意
見
を
参
考
に

延
べ
床

面
積
３
０
０
平
方

以
上
２
０
０

０
平
方

未
満
で
１
２
５
万
円


同
２
０
０
０
平
方

以
上
で
２
３

０
万
円
と
し
た

制
度
運
用
面
で

は
申
請
書
類
の
内
容
を
簡
略
化


設
計
費
へ
の
上
乗
せ
額
の
根
拠
を

求
め
る
一
方

図
面
の
提
出
を
不

要
と
す
る
な
ど
煩
雑
な
手
続
き
を

省
い
て
い
る

事
業
者
か
ら
は
Ｚ

Ｅ
Ｂ
設
備
を
導
入
し
や
す
い
と
評

判
は
上
々
と
い
う


　
当
面
の
課
題
は
制
度
の
周
知

だ

県
は
県
内
の
事
例
を
ま
と
め

た
﹁
ふ
じ
の
く
に
先
進
的
省
エ
ネ

建
築
物
紹
介
サ
イ
ト
﹂
を
開
設


オ
フ

ス
ビ
ル
を
中
心
に

Ｚ
Ｅ

Ｂ
化
や
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
認
証
で
最
高
ラ

ン
ク
の
五
つ
星
を
取
得
し
た

物

件
を
紹
介
す
る


　
各
物
件
に
は
施
工
事
業
者
や
設

備
見
学
の
可
否
な
ど
を
記
載
し


Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
検
討
す
る
事
業
者
と
の

﹁
橋
渡
し
﹂
を
意
識
し
た
構
成
と

し
て
い
る

案
内
で
は
静
岡
県
建

築
士
事
務
所
協
会
︵
金
丸
智
昭
会

長
︶
と
も
協
力

設
計
事
務
所
か

ら
の
提
案
に
は
施
主
も
前
向
き
に

検
討
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
い


県
の
担
当
者
も
﹁
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
増
や

し
て
い
く
の
に
有
効
﹂
と
手
応
え

を
感
じ
て
い
る


　
住
宅
分
野
で
は
省
エ
ネ
住
宅
新

築
等
補
助
制
度
で

Ｚ
Ｅ
Ｈ
水
準

の
省
エ
ネ
性
能
を
満
た
す
住
宅
の

新
築
と
購
入
に
対
し
定
額

万
円

を
補
助
し
て
い
る

県
産
木
材
の

使
用
割
合
に
応
じ
て
最
大

万
円

を
加
算
し
木
造
・
木
質
化
も
後
押

し
す
る
仕
組
み
と
な

て
い
る


　ＢＥＬＳは国土交通省が定めるガイドラインに基
づき、第三者機関が建築物の省エネ性能を評価する
制度。ＢＥＬＳなど住宅性能表示制度の運用を支援
する「住宅性能評価・表示協会」（中澤芳樹会長）
のまとめによると、ＢＥＬＳ評価書の交付数は制度
開始の初年度となった年度は非住宅件だった。
　年度には過去最高となる合計万件（非住
宅件、住宅万件、複合８件）に上り、こ
の年間で建物の省エネ化が着実に進んだ状況がう
かがえる。
　４月には改正建築物省エネ法に基づく「建築物の
省エネ性能表示制度」が始まった。新築建築物を対

象に断熱性能や省エネ性能の表示が努力義務となっ
た。事業者は住宅やオフィスなどの販売や賃貸の広
告に、環境性能の高低を星の数などで示すラベルを
掲載しなければならない。
　建築物のエネルギー消費性能などが一定水準を達
成すると「ＺＥＢ水準」「ＺＥＨ水準」と表示。さ
らに太陽光発電の充電分も含め、年間のエネルギー
収支がゼロ以下で「ＺＥＢ」「ＺＥＨ」と表示する。
こうしたラベル表示を通じて、消費者の環境性能へ
の関心を高め、優れた建物の市場供給を促すのが狙
いだ。



最先端のまちづくり事情

再
開
発
施
設
を
ス
マ

ト
ビ
ル
化

維持管理、省エネ、利便性向上　複数の課題　同時に解決

国
交
省
　

新
た
な
取
り
組
み
へ
の
活
用
期
待

都市計画情報

同
一
規
格
で
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ

タ
提
供

　ＩＣＴ・ＤＸ　
　　

（１４）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　７月３１日　（水曜日） 第２部

　
国
交
省
が
都
市
の
面
的
な
Ｄ
Ｘ
を

推
進
し
て
い
る
一
方

デ
ベ
ロ

パ


各
社
も
開
発
物
件
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導

入
を
進
め
て
い
る

中
央
日
本
土
地

建
物
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ

ニ
ケ

シ


ン
ズ
と
タ

グ
を
組
み

再
開
発
施

設
の﹁
ス
マ

ト
ビ
ル
化
﹂に
着
手


情
報
連
携
基
盤
に
施
設
内
の
情
報
を

集
約
し

設
備
の
統
合
管
理
や
人
流

の
可
視
化
な
ど
を
実
現
す
る

施
設

管
理
の
効
率
化
や

エ
ネ
ル
ギ

使

用
量
の
最
適
化
が
可
能
に
な
る
見
通

し

人
手
不
足
へ
の
対
応
や
省
エ
ネ

ル
ギ

化
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
社
会

的
要
請
に
応
え
る
た
め
の
有
力
な
手

段
に
な
り
そ
う
だ


　
ス
マ

ト
ビ
ル
化
に
取
り
組
む
の

は
﹁
虎
ノ
門
一
丁
目
東
地
区
第
一
種

市
街
地
再
開
発
事
業
﹂
︵
東
京
都
港

区
虎
ノ
門
１
︶

中
央
日
本
土
地
建

物
は
参
加
組
合
員
と
し
て
事
業
を
主

導
し
て
い
る


　
中
央
日
本
土
地
建
物
グ
ル

プ
の

鈴
木
高
廣
経
営
企
画
部
広
報
室
長
は

﹁
超
高
層
ビ
ル
の
竣
工
に
は
３
年
程

度
か
か
る

３
年
後
の
オ
フ

ス
ビ

ル
に
求
め
ら
れ
る
機
能
を
に
ら
み


導
入
を
決
め
た
﹂
と
説
明

再
開
発

の
早
い
段
階
か
ら
導
入
を
視
野
に
入

れ

協
力
す
る
事
業
者
の
選
定
を
進

め
て
い
た
と
い
う

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る

設
備
の
統
合
管
理
な
ど

ス
マ

ト

ビ
ル
化
の
一
環
で
導
入
す
る
内
容
は

﹁
今
後
の
大
規
模
開
発
で
標
準
的
な

仕
様
に
な

て
い
く
だ
ろ
う
﹂
と
先

を
読
む


　
再
開
発
ビ
ル
に
は
情
報
を
統
合
管

理
す
る
情
報
連
携
基
盤
を
整
備

ビ

ル
内
各
所
に
取
り
付
け
た
セ
ン
サ


や
カ
メ
ラ
を
接
続
し
照
明
や
空
調


エ
レ
ベ

タ


ロ
ボ

ト
と
い


た
設
備
類
も
連
携
さ
せ
る


　
ス
マ

ト
ビ
ル
化
で
維
持
管
理
の

高
度
化
や
省
エ
ネ
ル
ギ

化

利
便

性
の
向
上
な
ど
複
数
の
課
題
の
同
時

解
決
を
目
指
す

維
持
管
理
の
分
野

で
は
設
備
点
検
情
報
の
可
視
化
や


ロ
ボ

ト
を
使

た
不
審
者
・
不
審

物
の
検
知
な
ど
を
構
想

エ
ネ
ル
ギ


使
用
量
も
可
視
化
で
き

人
が
い

な
い
区
画
の
空
調
を
切
る
な
ど

エ

ネ
ル
ギ

使
用
の
最
適
化
も
実
現
す

る

基
盤
に
集
ま

た
情
報
は
館
内

に
取
り
付
け
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ


ジ
に
反
映

就
労
者
向
け
の
ス
マ


ト
フ

ン
ア
プ
リ
も
開
発
し

情
報

を
発
信
す
る


　
現
在
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ

ニ
ケ

シ


ン
ズ
の
ほ
か
設
計
者
の
日
本
設
計

と
も
連
携
し

機
能
の
具
体
化
検
討

を
進
め
て
い
る

建
物
は
地
下
４
階

地
上

階
建
て
延
べ
約

万
平
方


の
規
模
で
計
画

施
工
は
戸
田
建
設

・
西
松
建
設

が
担
い

２
０
２
７

年
６
月
の
竣
工
を
目
指
し
て
い
る


シ
ス
テ
ム
は
竣
工
後
も
改
善
を
重

ね

時
代
に
合

た
形
に
ア

プ
デ


ト
す
る


　
人
手
不
足
が
深
刻
化
し

脱
炭
素

化
の
潮
流
も
世
界
的
に
強
ま

て
い

る

施
設
管
理
の
効
率
化
や
省
エ
ネ

ル
ギ

化
が
可
能
な
ス
マ

ト
ビ
ル

化
は
建
設
・
不
動
産
業
界
に
と

て


こ
う
し
た
課
題
解
決
の
糸
口
に
な
る

取
り
組
み
と
言
え
る

同
再
開
発
事

業
は
先
行
事
例
と
し
て

業
界
各
社

に
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
そ
う
だ


　
国
土
交
通
省
が

地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
︵
Ｇ
Ｉ
Ｓ
︶
デ

タ
の
活
用
を

通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
の
Ｄ
Ｘ
に
力
を

入
れ
て
い
る
同
省
都
市
局
は
５
日


全
国
の
地
方
自
治
体
が
決
定
し
た
都

市
計
画
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ

タ
を
集
め


統
一
の
規
格
で
ダ
ウ
ン
ロ

ド
で
き

る
サ
イ
ト
の
運
用
を
始
め
た

提
供

す
る
デ

タ
規
格
は

都
市
局
が
推

進
す
る
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
﹁
Ｐ
Ｌ
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｕ
︵
プ
ラ
ト

︶
﹂
に
重
ね

合
わ
せ
る
こ
と
も
可
能
で

よ
り
多

角
的
な
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
検

証
で
き
る
よ
う
に
な
る


　
都
市
計
画
区
域
や
用
途
地
域
と
い


た
都
市
計
画
情
報
は

不
動
産
の

取
引
や

建
物
の
建
築
時
に
重
要
な

情
報
に
な
る

一
方
で

各
情
報
は

計
画
を
決
定
し
た
都
道
府
県
や
市
町

村
ご
と
に
公
開
し
て
い
る
た
め

情

報
を
横
断
的
に
取
得
し
に
く
い
状
況

に
あ
る

デ

タ
形
式
も
統
一
さ
れ

て
お
ら
ず

民
間
企
業
や
研
究
機
関

に
と

て
分
析
し
に
く
い
課
題
も
あ


た


　
都
市
局
は
各
デ

タ
を
有
効
に
活

用
す
る
環
境
を
整
え
る
た
め

Ｇ
Ｉ

Ｓ
デ

タ
を
同
一
の
規
格
で

一
元

的
に
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
に
着

手
し
た

各
自
治
体
か
ら
提
出
さ
れ

た
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ

タ
を
修
正
し
た
り


紙
の
都
市
計
画
総
括
図
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
た
り
し
て

約
２
年
を
か
け
て

デ

タ
ベ

ス
を
構
築
し
た

全
国

で
都
市
計
画
区
域
を
持
つ
１
３
７
４

団
体
の
う
ち

９
割
以
上
で
都
市
計

画
区
域
や
用
途
地
域
と
い

た
基
礎

的
な
デ

タ
を
カ
バ

し
て
い
る


　
デ

タ
は

世
界
中
で
使
用
さ
れ

て
い
る
﹁
Ｓ
ｈ
ａ
ｐ
ｅ
﹂
と

３
Ｄ

都
市
モ
デ
ル
に
対
応
可
能
な
﹁
Ｃ
ｉ

ｔ
ｙ
Ｇ
Ｍ
Ｌ
﹂
の
二
つ
の
規
格
に
統

一
し
た

こ
の
う
ち
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
Ｇ
Ｍ

Ｌ
は
プ
ラ
ト

に
適
合
し
て
い
る
の

が
特
徴
で

都
市
局
都
市
計
画
課
の

担
当
者
は
﹁
ユ

ス
ケ

ス
の
よ
う

な

新
た
な
取
り
組
み
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
﹂
と
期
待
す
る


　
例
え
ば

プ
ラ
ト

で
次
世
代
型

路
面
電
車
︵
Ｌ
Ｒ
Ｔ
︶
の
開
通
に
よ

る
ま
ち
の
変
化
を
検
証
す
る
際

都

市
計
画
の
規
制
を
条
件
と
し
て
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

土
地
の

用
途
や
容
積
率
な
ど
を
無
視
し
た
建

築
物
が
建
た
な
く
な
る
た
め

よ
り

現
実
に
即
し
た
ま
ち
の
シ
ミ

レ


シ

ン
が
可
能
に
な
る


　
都
市
計
画
課
は
﹁
デ

タ
は
さ
ま

ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
﹂
と
し
て

民
間
事
業

者
の
利
用
も
想
定
す
る

コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
で
あ
れ
ば

都
市
計
画
情
報

を
各
社
で
保
有
す
る
情
報
な
ど
と
組

み
合
わ
せ

統
計
的
な
分
析
に
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
る


　
国
交
省
は
引
き
続
き

Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ


タ
を
掲
載
す
る
自
治
体
や
都
市
計

画
情
報
を
一
層
拡
充
し
て
い
く
考
え

だ

都
市
計
画
は
社
会
状
況
に
応
じ

て
各
自
治
体
が
常
に
見
直
し
て
い
く

た
め

掲
載
す
る
デ

タ
の
情
報
も

年
に
１
回
の
頻
度
で
更
新
し
て
い

く


横浜市の用途地域を示したＧＩＳ
データ（国交省提供）

虎
ノ
門
一
丁
目
東
地
区
再
開
発
事

業
の
完
成
イ
メ

ジ
︵
報
道
発
表

資
料
か
ら
︶



施設整備など建設プロジェクト創出も

関連産業集積、観光振興　地域活性化の起爆剤に

月
面
開
発
か
ら
火
星
居
住
へ

　宇宙ビジネス　
　　

（１５） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　７月３１日　（水曜日）第２部

北海道スペースポートの全景（SPACE COTAN提供）

　
急
成
長
す
る
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
よ
う
と
す

る
動
き
が
各
地
で
相
次
い
で
い

る

近
年

国
主
導
で
進
ん
で
き

た
ロ
ケ

ト
開
発
や
打
ち
上
げ
用

の
施
設
整
備
な
ど
に
建
設
業
も
含

む
民
間
企
業
の
参
入
が
増
加

地

方
自
治
体
と
共
に
宇
宙
港
を
整
備

す
る
プ
ロ
ジ

ク
ト
が
続
々
と
計

画
さ
れ

宇
宙
関
連
産
業
の
集
積

を
起
点
に
し
た
観
光
振
興
や
人
材

育
成
が
具
体
化
し
始
め
て
い
る


　
本
州
最
南
端
に
あ
る
和
歌
山
県

串
本
町

小
型
衛
星
打
ち
上
げ
サ


ビ
ス
の
事
業
化
を
目
指
す
宇
宙

ベ
ン
チ



ス
ペ

ス
ワ
ン

︵
東
京
都
港
区
豊
田
正
和
社
長
︶

が
事
業
主
体
と
な
り

２
０
２
１

年

月
に
同
町
田
原
地
区
に
日
本

で
初
と
な
る
民
間
の
ロ
ケ

ト
発

射
場
﹁
ス
ペ

ス
ポ

ト
紀
伊
﹂

が
建
設
さ
れ
た


　
ス
ペ

ス
ワ
ン
が
串
本
町
を
建

設
地
に
選
ん
だ
の
は

周
辺
に
人

家
が
な
く
発
射
点
か
ら
南
方
に
陸

地
や
島
し

が
な
い
地
理
的
条
件

に
加
え
﹁
地
元
の
熱
意
﹂
︵
担
当

者
︶
と
振
り
返
る

本
州
唯
一
の

亜
熱
帯
地
域
の
美
し
い
海
や
世
界

遺
産
の
熊
野
古
道
と
い

た
観
光

名
所
も
多
い
が

人
口
は
６
月
１

日
時
点
で
約
１
万
３
６
０
０
人
と

こ
の

年
間
で
約
２
割
減
少
し
て

お
り
高
齢
化
も
進
む

町
の
担
当

者
に
よ
る
と

地
域
活
性
化
の
起

爆
剤
と
し
て
ロ
ケ

ト
発
射
場
の

誘
致
は
地
元
の
悲
願
だ

た
と
い

う


　
県
は
ロ
ケ

ト
発
射
場
立
地
に

よ

て

年
間
で
６
７
０
億
円
程

度
の
経
済
波
及
効
果
を
試
算

串

本
町
は
早
期
の
打
ち
上
げ
方
針
を

示
し
た
ス
ペ

ス
ワ
ン
と
連
動
し

て

観
光
客
ら
を
呼
び
込
む
た
め

の
継
続
的
な
取
り
組
み
に
意
欲
を

見
せ
る


　
　
□
　
　
　
□

　
北
海
道
大
樹
町
で
は

年
４

月

世
界
中
の
民
間
企
業
や
大
学

研
究
機
関
な
ど
が
自
由
に
使
え
る

商
業
宇
宙
港
﹁
北
海
道
ス
ペ

ス

ポ

ト
﹂
が
本
格
稼
働
し
た

同

施
設
が
あ
る
多
目
的
航
空
公
園
に

は
延
長
１
３
０
０

の
滑
走
路
を

は
じ
め

宇
宙
関
連
の
さ
ま
ざ
ま

な
実
験
設
備
が
立
ち
並
ぶ

北
海

道
ス
ペ

ス
ポ

ト
を
運
営
す
る

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
　
Ｃ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
︵
大

樹
町

小
田
切
義
憲
社
長
兼
最
高

経
営
責
任
者

Ｃ
Ｅ
Ｏ

︶
は
今

後

施
設
の
段
階
的
な
拡
張
を
計

画
し
て
い
る


　
大
樹
町
は
１
９
８
５
年
に
宇
宙

の
ま
ち
づ
く
り
を
提
唱
し
て
以

来

さ
ま
ざ
ま
な
宇
宙
関
連
の
教

育
・
研
究
機
関
を
誘
致
し
て
き
た



年
５
月
に
は
地
元
の
宇
宙
ベ
ン

チ



イ
ン
タ

ス
テ
ラ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ズ
︵
大
樹
町

稲
川
貴
大

代
表
取
締
役
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶
が

国

内
の
民
間
企
業
単
独
で
初
と
な
る

小
型
ロ
ケ

ト
の
打
ち
上
げ
に
成

功
し
た
こ
と
が
大
き
な
話
題
と
な


た

町
と
日
本
旅
行
な
ど
は
北

海
道
ス
ペ

ス
ポ

ト
を
核
に
し

た
観
光
誘
致
戦
略
も
検
討
す
る


　
　
□
　
　
　
□

　
政
府
が
昨
年
６
月
に
決
定
し
た

宇
宙
基
本
計
画
で
は

市
場
規
模

を

年
代
早
期
に

年
の
倍
と
な

る
８
兆
円
に
成
長
さ
せ
る
目
標
を

掲
げ
る

そ
の
柱
と
な
る
の
が
技

術
の
進
展
に
よ
る
衛
星
の
小
型

化

通
信
や
観
測
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
活
用
が
見
込
ま

れ
る
た
め

小
型
衛
星
の
打
ち
上

げ
需
要
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
と
と

も
に
民
間
企
業
の
参
画
も
増
え
て

い
く
見
通
し
だ


　
建
設
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
も
創

出
さ
れ
て
い
る


年
代
後
半
か

ら
宇
宙
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た

清
水
建
設
は

ス
ペ

ス
ポ

ト

紀
伊
を
建
設
し
た
ス
ペ

ス
ワ
ン

に
出
資
し
て
お
り

施
設
の
計
画

立
案
や
設
計

施
工
を
担
当

北

海
道
ス
ペ

ス
ポ

ト
で
も
滑
走

路
の
延
伸
設
計
・
工
事
に
携
わ


た


　
大
分
空
港
︵
大
分
県
国
東
市
︶

や
み
や
こ
下
地
島
空
港
︵
沖
縄
県

宮
古
島
市
︶
で
は

い
ず
れ
も
既

設
の
空
港
施
設
を
活
用
し
た
官
民

連
携
に
よ
る
宇
宙
港
整
備
の
計
画

が
進
行
中

小
型
衛
星
の
打
ち
上

げ
だ
け
で
な
く
有
人
宇
宙
旅
行
の

実
現
も
視
野
に
入
れ
る

み
や
こ

下
地
島
空
港
の
宇
宙
港
整
備
は
地

元
の
建
設
業
や
設
計
事
務
所
な
ど

を
含
む

社
で
つ
く
る
コ
ン
ソ


シ
ア
ム
が
主
導
し
て
お
り

観
光

や
食

小
売
り

建
築
を
テ

マ

に
し
た
ワ

キ
ン
グ
グ
ル

プ

︵
Ｗ
Ｇ
︶
が
発
足

建
築
Ｗ
Ｇ
で

は
宇
宙
港
周
辺
地
域
の
開
発
や
訓

練
施
設
の
建
設
な
ど
を
話
し
合


て
い
る


　国交、文部科学両省が連携し推進している
「宇宙無人建設革新技術開発推進事業（宇宙
建設革新プロジェクト）」。４年目となる
年度、事業主体の国交省は研究開発を財政
支援する技術として件を採択した。
　件を技術分類別に見ると、無人建設（自
動化・遠隔化）が▷鹿島▷清水建設▷大成建
設▷有人宇宙システム▷コマツ▷立命館大学
▷熊谷組▷技研製作所の各者を代表とする
８件。建材製造が大林組を代表者とする１件。
簡易施設建設が▷清水建設▷大林組▷東京大
学の各者を代表とする３件になる。
　事業の目的は、月面開発と地上へのフィー
ドバック。「真空状態で容易に到達できない
月面で、地上の建設工事に用いる無人化や遠
隔化を生かしたり磨いたりすることができる
のではないか」。国交省の林朋幸官房参事官
（イノベーション）グループ施工企画室課長
補佐は、そう事業の意義を訴える。
　月面開発は、中長期視点で地球のすぐ外側
の軌道を回る火星で人が住めるような開発を
視野に入れる。そのきっかけとして月面に存
在するとみられている水に着目。電気分解し

水素エネルギーとしてロケットの燃料に利用
できるよう、採択した件の建設各社らが保
有する自動化や遠隔化などの技術を用いて月
面の掘削や測量・地質調査、物資運搬、月資
源を用いた建設材料の製造などに生かす。
億年前の地質も存在するとされる月の成り立
ちを調査し、地球のメカニズム解明にも役立
てる。
　月面開発で得られるノウハウや経験は、地
上の建設工事にフィードバック。国交省がi-C
onstruction2.0として推進する自動化や遠隔
化の技術をさらに高度化させると期待する。
　国交省は同事業の最終年度に当たる年度
も継続して件の研究開発を財政支援した
後、各技術の有効性を最終評価する。年度
以降は予算確保の裏付けが未定。６月に改訂
した政府全体の宇宙基本計画工程表に基づき
人類の持続的な活動領域の拡大と新たな市場
の構築を見据え、「持続的な月面活動に不可
欠なインフラである月通信・測位をはじめと
した重要技術に関する検討・技術実証を推進
する」方針だ。

ロケットの発射を見届けようと、大型モニ
ター画面が設けられた串本町の見学場には町
内外から多くの人が集まった（３月９日撮影、
串本町提供）



安全・安心な国土づくり

政
府
　

有
効
な
技
術
・
取
り
組
み
一
覧
に

有識者ＷＧ、点検結果踏まえ対策議論

水産庁　被災漁港復旧で考え方

建
設
業
へ
の
期
待
大
き
く

能登半島地震の教訓生かす

（１６）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　７月３１日　（水曜日） 第２部

　
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
の
復
旧
・
復
興
工
事
が
続

い
て
い
る

被
害
が
集
中
し
た
石

川
県
北
部
は

半
島
の
地
理
的
な

特
性
か
ら
緊
急
対
応
が
難
航
し

た

政
府
は
関
係
省
庁
な
ど
の
対

応
の
検
証
結
果
を
リ
ポ

ト
に
ま

と
め

次
の
災
害
へ
の
備
え
を
開

始
し
た

半
島
の
多
い
日
本
は


教
訓
を
生
か
し
た
万
全
な
対
策
が

求
め
ら
れ
る

大
雨
や
台
風

首

都
直
下
や
南
海
ト
ラ
フ
と
い

た

巨
大
地
震
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
る

中

防
災
・
減
災
の
必
要
性
と
重

要
性
は
一
段
と
高
ま

て
い
る


輪
島
港
の
航
路
啓
開
作
業

石
川
県
内
は
地
盤
隆
起
で

機
能
が
損
な
わ
れ
た
港
の
復
旧
・
復
興
計
画
の
検
討
が

行
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
︵
４
日
撮
影
︶

次
の
災
害
に
有
効
な
技
術
を
ま
と
め
た
政
府
の
カ

タ
ロ
グ

関
係
団
体
の
情
報
を
求
め
る
問
い
合
わ

せ
な
ど
が
自
治
体
か
ら
あ
る
と
い
う

　
政
府
は

岸
田
文
雄
首
相
の
指
示

で
能
登
半
島
地
震
を
巡
る
関
係
機
関

の
応
急
対
応
を
点
検
し
た

内
閣
府

が
事
務
局
の
﹁
２
０
２
４
年
能
登
半

島
地
震
に
係
る
検
証
チ

ム
﹂
を
設

置

発
災
か
ら
の
緊
急
参
集
以
降
に

行
わ
れ
た
府
省
庁
間
の
調
整
や
情
報

共
有
な
ど
に
つ
い
て

担
当
者
の
聞

き
取
り
調
査
も
行

た

課
題
を
明

ら
か
に
し

教
訓
と
し
て
生
か
す
た

め
の
方
策
を﹁
自
主
点
検
レ
ポ

ト
﹂

に
ま
と
め

６
月

日
の
能
登
半
島

地
震
復
旧
・
復
興
支
援
本
部
︵
本
部

長
・
岸
田
首
相
︶
に
報
告
し
た


　
同
レ
ポ

ト
は

地
震
の
特
徴
を

▽
地
理
的
▽
社
会
的
▽
季
節
的

の

三
つ
に
分
け
て
列
記
し
て
い
る

三

方
が
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
海
側
最
大

の
半
島
で
あ

て

低
平
地
が
乏
し

く

半
島
先
端
は
県
庁
所
在
地
の
金

沢
市
か
ら
道
路
距
離
で
１
４
０



高
齢
化
率
︵
全
国
平
均

％
︶
が
石

川
県
の
珠
洲
市
は
約

％

輪
島
市

は
約

％
と
高
く

住
宅
の
耐
震
化

率
︵

％
︶
が
珠
洲
市
は

％

輪

島
市
は

％
に
と
ど
ま

て
い
た


　
　

　
□
　
　
　
□

　
元
日
の
夕
方

午
後
４
時

分
の

地
震
発
生
当
時
は

被
災
地
か
ら
出

て
い
た
り
戻

て
い
た
り
し
た
帰
省

者
が
多
か

た

発
生
か
ら
す
ぐ
に

日
没
と
な
り

広
範
囲
で
通
信
が
途

絶
し
た
た
め

被
害
の
状
況
把
握
が

進
ま
な
か

た

道
路
は
代
替
路
が

乏
し
く

損
傷
と
土
砂
崩
落
の
多
発

か
ら
救
命
・
救
助
や
救
援
の
行
き
来

が
難
し
く
な

た

道
路
が
寸
断
さ

れ

孤
立
集
落
が
多
く
発
生
し
た


　
被
災
地
は
地
震
だ
け
で
な
く

津

波
と
地
盤
隆
起
か
ら
港
湾
・
海
岸
に

甚
大
な
被
害
が
発
生

輪
島
市
の
朝

市
エ
リ
ア
は
大
規
模
な
火
災
で
多
く

の
建
物
が
消
失
し
た

政
府
ま
と
め

︵
６
月

日
︶
で
は

死
者
２
６
０

人

重
軽
傷
者
１
３
２
３
人

住
宅

被
害
は

・
５
万
戸
を
超
え
た

リ

ポ

ト
が
災
害
対
応
の
課
題
に
挙
げ

た
の
は

復
旧
に
時
間
を
要
し
た
イ

ン
フ
ラ
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
だ
け
で
な

く

▽
状
況
把
握
▽
進
入
・
活
動
▽

要
配
慮
者
の
多
数
存
在
▽
支
援
活
動

拠
点
の
確
保
▽
積
雪
寒
冷
対
策

な

ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い


　
リ
ポ

ト
で
は
課
題
を
踏
ま
え


﹁
教
訓
と
今
後
の
災
害
対
応
﹂
と
し

て

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と

に
▽
情
報
収
集
・
進
入
方
策
▽
避
難

所
運
営
▽
物
資
調
達
・
輸
送
▽
自
治

体
支
援

の
４
点
を
挙
げ
た


　
　

　
□
　
　
　
□

　
道
路
啓
開
や
緊
急
工
事
な
ど
を
行

う
建
設
業
者
の
活
動
を
含
め
て

自

衛
隊
の
航
空
機
か
ら
車
両
や
資
機
材

を
円
滑
に
輸
送
す
る
た
め
の
体
制
を

平
時
か
ら
構
築
し

訓
練
を
行
う


　
ト
イ
レ
の
確
保
と
避
難
所
の
衛
生

状
態
が
大
き
な
問
題
と
な

た
こ
と

で

国
土
交
通
省
が
工
事
現
場
へ
の

普
及
に
力
を
入
れ
て
い
る
﹁
快
適
ト

イ
レ
﹂
を
国
の
公
共
工
事
で
標
準
化

し
た
り

災
害
時
に
ト
イ
レ
を
調
達

で
き
る
環
境
を
整
え
て
お
い
た
り
す

る

支
援
を
受
け
る
側
と
な
る
自
治

体
に

応
援
に
入

た
人
員
の
活
動

拠
点
や
備
品
を
確
保
し
て
お
く
﹁
受

援
計
画
﹂
の
作
成
な
ど
も
求
め
る


　﹁
厳
し
い
地
震
だ

た
か
ら
こ
そ


知
恵
が
官
か
ら
も
民
か
ら
も
出
た
﹂

検
証
チ

ム
の
事
務
局
を
務
め
た
内

閣
府
の
担
当
者
は

今
回
の
リ
ポ


ト
の
作
成
に
当
た

て

府
省
庁
が

民
間
と
共
に
取
り
組
ん
だ
応
急
対
応

を
振
り
返

て
そ
う
話
す

発
災
以

降

被
災
地
の
緊
急
活
動
で
は
状
況

把
握
に
ド
ロ

ン
が
活
躍
し
た

土

砂
崩
落
や
河
道
閉
塞
︵
へ
い
そ
く
︶

な
ど
二
次
災
害
の
危
険
が
高
い
場
所

が
多
く
無
人
・
ロ
ボ

ト
技
術
や


施
設
操
作
の
遠
隔
化
・
自
動
化
が
求

め
ら
れ
た


　
検
証
チ

ム
は
リ
ポ

ト
と
と
も

に

被
災
地
で
有
効
だ

た
新
技
術

や
方
策
を
﹁
自
治
体
等
活
用
促
進
カ

タ
ロ
グ
﹂
に
ま
と
め
た

﹁
災
害
応

急
対
策
の
強
化
﹂
と
﹁
避
難
所
等
の

生
活
環
境
の
向
上
﹂
に
分
け

災
害

時
や
備
え
に
役
立
つ
技
術
と
取
り
組

み
を
八
つ
の
項
目
で
記
載

夜
間
・

悪
天
候
飛
行
が
可
能
な
﹁
高
性
能
ド

ロ

ン
の
活
用
﹂
や
﹁
遠
隔
操
縦
式

バ

ク
ホ
ウ
﹂
﹁
河
川
管
理
施
設
の

操
作
の
遠
隔
化
・
自
動
化
・
無
動
力

化
﹂

コ
ン
テ
ナ
型
ト
イ
レ
を
置
く

よ
う
な
﹁
道
の
駅
の
高
付
加
価
値
コ

ン
テ
ナ
に
よ
る
被
災
地
支
援
﹂
な
ど


件
を
並
べ
た


　
﹁
被
災
地
の
取
り
組
み
を
防
災
や

装
備
に
生
か
し
て
ほ
し
い
﹂
と
内
閣

府
の
担
当
者

カ
タ
ロ
グ
は
都
道
府

県
を
通
じ
て
市
区
町
村
に
周
知
し
て

も
ら

て
い
る

防
災
・
減
災
に
関

す
る
自
治
体
の
ニ

ズ
と

企
業
の

先
進
技
術
を
つ
な
げ
る
マ

チ
ン
グ

サ
イ
ト
の
利
用
も
求
め
て
い
る


　
中
央
防
災
会
議
に
は
﹁
２
０
２
４

年
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
災
害

対
応
検
討
ワ

キ
ン
グ
グ
ル

プ

︵
Ｗ
Ｇ
︶
﹂
が
立
ち
上
が

た

自

主
点
検
の
結
果
を
踏
ま
え

地
震
災

害
の
応
急
対
策
と
生
活
支
援
対
策
を

議
論
す
る


　
６
月

日
の
初
会
合
で
主
査
に
就

い
た
福
和
伸
夫
名
古
屋
大
学
名
誉
教

授
は
﹁
高
齢
化

過
疎
化

日
本
が

直
面
す
る
状
況
の
中
で
の
大
き
な
地

震

能
登
︵
の
被
害
は
︶
は
将
来
の

日
本
の
縮
図
﹂
と
指
摘
し

対
策
を

早
急
に
ま
と
め
た
い
意
向
を
表
明
し

た

起
き
た
災
害
と
向
き
合
い

次

に
備
え
る

災
害
が
避
け
ら
れ
な
い

国
の
歩
み
は
続
く


　
能
登
半
島
地
震
で
石
川
県
内

は

漁
港
の
う
ち
の

漁
港
が

被
災
し
た

水
揚
げ
を
再
開
し

た
漁
港
が
一
部
に
あ
る
も
の

の

最
大
４

と
さ
れ
る
地
盤

隆
起
や
陸
上
設
備
の
被
害
で
機

能
が
停
止
し
て
い
る
漁
港
は
依

然
多
い

石
川
県
漁
業
協
同
組

合
の
福
平
伸
一
郎
専
務
理
事
は

﹁
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
﹂
と

復
旧
工
事
に
尽
力
す
る
建
設
会

社
に
謝
意
を
示
し
た
上
で


﹁
作
業
員
１
人

重
機
１
台
で

も
増
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
﹂

と
早
期
の
復
旧
を
求
め
て
い

る


　
地
震
や
津
波
か
ら
の
復
旧
・

復
興
は
東
日
本
大
震
災
な
ど
過

去
の
災
害
か
ら
技
術
的
な
知
見

が
あ
る

し
か
し
地
盤
隆
起
の

被
害
は
﹁
ほ
と
ん
ど
対
応
の
経

験
が
な
い
﹂︵
水
産
庁
幹
部
︶

こ
の
た
め

水
産
庁
で
は
﹁
能

登
半
島
地
震
漁
業
地
域
復
旧
・

復
興
技
術
検
討
会
﹂
︵
委
員
長

・
岡
安
章
夫
東
京
海
洋
大
学
副

学
長
︶
を
設
置

設
計
や
工
事

の
技
術
的
な
方
法
と
手
順

計

画
立
案
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
議

論
し

５
日
に
成
果
を
公
表
し

た


　
仮
復
旧
と
本
復
旧
に
分
け


地
盤
隆
起
の
程
度
に
応
じ
た
対

策
モ
デ
ル
を
示
し
た
の
が
特

徴

地
盤
隆
起
し
た
港
内
の
水

深
を
確
保
し

浮
き
上
が

た

係
留
施
設
を
低
く
す
る
案
や


水
深
の
あ
る
沖
に
係
留
施
設
な

ど
を
設
け
る
案

別
位
置
に
漁

港
を
移
設
す
る
案
な
ど
を
提
案

し
た

施
設
の
適
正
化
や
機
能

の
集
約

強
靱
化
な
ど
復
旧
・

復
興
を
進
め
る
上
で
の
﹁
重
要

な
視
点
﹂
と

浚
渫
１
立
方


当
た
り
の
費
用
を
参
考
明
示
し

た
施
工
方
法
の
比
較
表
も
作


た


　
岡
安
委
員
長
は
考
え
方
を
計

画
立
案
の
中
で
選
択
肢
と
し
て

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
意
向

で

﹁
漁
業
者

漁
港

市
町

の
意
思
を
確
認
し
な
が
ら
進
め

て
ほ
し
い
﹂
と
話
す

石
川
県

は
復
興
の
羅
針
盤
と
す
る
﹁
創

造
的
復
興
プ
ラ
ン
﹂に
続
い
て


輪
島
港
の
短
期
復
旧
方
針
を


日
に
公
表
し
た


　
﹁
︵
復
興
ま
で
︶
５
年



年
と
先
は
長
い
﹂
︵
福
平
専
務

理
事
︶

漁
業
は
地
域
の
基
幹

産
業

漁
港
は
水
道

ガ
ス


電
気
と
い

た
生
活
イ
ン
フ
ラ

の
よ
う
な
存
在
だ

建
設
業
に

被
災
地
の
大
き
な
期
待
が
集
ま


て
い
る




防災・減災　高まる重要性
次の災害へ万全の備えを

　　　　　　　強靱化実施中期計画
ス
タ

ト
時
期
と
事
業
規
模
が
鍵

切れ目ない施策展開へ

早
期
策
定
　

強
く
要
望

業界団体　一定のボリューム必要

（１７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　７月３１日　（水曜日）第２部

0

1

2

3

4

5

3.463.46

0.680.68
0.030.03

2021年度

2.452.45

0.50.5
0.070.07

3.024.16

2022年度

2.122.12

0.480.48
0.10.1

2.7

2023年度

2.512.51

0.490.49
0.050.05

3.06

2024年度

防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策の進捗状況
（事業費ベース）

国土強靱化に関する施策を効率的に進めるためのデジタル化等の推進
予防保全型メンテナンスへの転換に向けた老朽化対策

累計事業規模約12.5兆円

激甚化する風水害や切迫する大規模地震等への対策

兆円

（国土強靱化年次計画2024を基に作成）

　
﹁
防
災
・
減
災

国
土
強
靱
化

の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
﹂

の
最
終
年
と
な
る
２
０
２
５
年
度

が
迫
る
中

後
継
と
な
る
﹁
国
土

強
靱
化
実
施
中
期
計
画
﹂
の
動
向

を
建
設
業
界
が
注
視
し
て
い
る


政
府
が
６
月
に
決
定
し
た

年
度

の
予
算
編
成
方
針
を
示
す
﹁
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２

０
２
４
︵
骨
太
の
方
針
︶
﹂
に
は

次
期
計
画
の
早
期
策
定
が
盛
り
込

ま
れ
た

業
界
か
ら
は
﹁
対
策
の

最
終
年
度
と
同
じ

年
度
に
次
期

計
画
の
ス
タ

ト
を
﹂
と
の
強
い

要
望
が
上
が

て
い
る


　
　
□
　
　
　
□

　
実
施
中
期
計
画
の
前
提
と
な
る

改
正
国
土
強
靱
化
基
本
法
は

年

６
月
に
成
立
し
た

改
正
法
で
は

５
か
年
加
速
化
対
策
の
後
継
と
な

る
計
画
を
法
制
化
し

国
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
基
盤
を

中
長
期
的
に
構
築
す
る
よ
う
定
め

た

加
速
化
対
策
以
降
の
国
土
強

靱
化
施
策
の
継
続
性
が
示
さ
れ
た

形
だ


　
建
設
業
界
に
と

て
は
事
業
の

見
通
し
が
立
て
や
す
く
な
る
と
い

う
点
で
影
響
が
大
き
い

一
定
規

模
の
公
共
事
業
量
を
見
据
え
て
設

備
や
人
材
に
投
資
で
き
る
よ
う
に

な
る
な
ど

中
長
期
的
な
見
通
し

に
基
づ
い
た
安
定
経
営
の
実
現
と

い

た
効
果
も
期
待
さ
れ
る

中

で
も
計
画
の
策
定
時
期
と
事
業
規

模
へ
の
関
心
が
高
ま

て
い
る


　
内
閣
官
房
が
６
月
に
示
し
た

﹁
国
土
強
靱
化
年
次
計
画
２
０
２

４
﹂
に
よ
る
と


年
度
は
現
行

の
５
か
年
加
速
化
対
策
の
事
業
費

と
し
て
約
３
・

兆
円
︵
国
費
約

１
・

兆
円
︶
が
投
じ
ら
れ
る


対
策
事
業
は
こ
れ
ま
で
前
倒
し
で

執
行
さ
れ
て
お
り


年
度
を
合

わ
せ
る
と
事
業
費
の
累
計
は
４
カ

年
で

・
５
兆
円
に
上
る

全
体

事
業
費

兆
円
の
う
ち


年
度

分
と
し
て
残
さ
れ
た
事
業
規
模
は

２
・
５
兆
円

こ
れ
ま
で
の
１
カ

年
当
た
り
の
平
均
約
３
・
１
兆
円

を
下
回
る


　
　
□
　
　
　
□

　
事
業
規
模
が
前
年
度
か
ら
大
幅

に
減
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め

業
界

が
求
め
て
い
る
の
は

年
度
の
実

施
中
期
計
画
の
開
始
だ

現
行
の

対
策
の
最
終
年
度
と
次
期
計
画
の

初
年
度
を
重
ね
る
こ
と
で

二
つ

の
計
画
で
同
時
に
予
算
を
執
行
す

る

能
登
半
島
地
震
な
ど
で
巨
大

地
震
の
発
生
リ
ス
ク
が
改
め
て
認

識
さ
れ
る
中

災
害
に
強
い
国
土

づ
く
り
を
強
力
に
推
し
進
め
る
た

め
に
も
﹁
現
行
以
上
の
事
業
費
の

確
保
﹂
︵
業
界
関
係
者
︶
を
求
め

る
声
は
強
い


　
骨
太
の
方
針
を
見
る
と

次
期

計
画
の
策
定
時
期
に
つ
い
て
は
明

記
さ
れ
ず

﹁

年
度
の
早
期
に

策
定
に
取
り
か
か
る
﹂
と
言
及
す

る
に
と
ど
ま

た

策
定
に
当
た


て
は

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

の
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
た


　
近
年
の
資
材
価
格
の
高
騰
を
考

慮
す
る
と

こ
れ
ま
で
と
同
額
の

事
業
費
が
確
保
さ
れ
た
と
し
て
も

実
質
的
な
事
業
量
の
減
少
が
懸
念

さ
れ
る


年
度
早
期
の
策
定
に

加
え
て

事
業
者
が
将
来
を
見
通

せ
る
一
定
規
模
の
事
業
費
の
確
保

に
期
待
が
か
か
る


能登半島地震では、災害時の建設業の重要性が改めて
認識された

　
中
長
期
的
な
国
土
強
靱
化
基
本
計

画
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
に
向
け
た

公
共
事
業
の
見
通
し
を
示
す
こ
と
に

な
る
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
の

策
定
に
向
け
て
は

主
要
な
建
設
業

界
団
体
か
ら
計
画
の
早
期
策
定
や
事

業
量
の
確
保
な
ど
を
強
く
求
め
る
声

が
上
が

て
い
る

日
本
建
設
業
連

合
会︵
日
建
連
宮
本
洋
一
会
長
︶

全
国
建
設
業
協
会︵
全
建
今
井
雅
則

会
長
︶日
本
道
路
建
設
業
協
会
︵
道

建
協

西
田
義
則
会
長
︶
な
ど
団
体

幹
部
が
斉
藤
鉄
夫
国
交
相
に

計
画

の
早
期
策
定
な
ど
を
要
望
し
た


　
日
建
連
が
要
望
に
当
た

て
強
調

し
た
の
が

計
画
期
間
が
５
カ
年
で


兆
円

７
カ
年
で

兆
円
と
い
う

ボ
リ


ム
の
確
保
だ

こ
れ
ま
で

の
国
土
強
靱
化
の
事
業
規
模
を
振
り

返
る
と

３
か
年
緊
急
対
策
の
事
業

費
に
約
７
兆
円

５
か
年
加
速
化
対

策
の
事
業
費
に
約

兆
円
が
確
保
さ

れ
て
き
た

激
甚
化
す
る
自
然
災
害

へ
の
備
え
が
急
務
と
な

て
い
る
こ

と
に
加
え

近
年
の
資
材
価
格
や
労

務
費
の
高
騰
を
踏
ま
え
た
事
業
の
進

捗
な
ど
を
勘
案
す
る
と
﹁
一
定
規
模

の
予
算
は
必
要
﹂
︵
日
建
連
︶
と
強

調
す
る


　
　
　

□
　
　
　
□

　
能
登
半
島
地
震
の
対
応
で
は
建
設

業
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ

た
発
災
後
地
域
建
設
業
が
迅
速
に

復
旧
に
対
応
し
た
こ
と
に
つ
い
て


全
建
の
奥
村
太
加
典
会
長
︵
当
時
︶

は
﹁
地
域
の
守
り
手
と
し
て
の
信
頼

を
確
か
な
も
の
に
で
き
た
﹂
と
の
認

識
を
示
し
た

６
月
の
総
会
で
就
任

し
た
今
井
現
会
長
は
﹁
地
域
建
設
業

に
は
災
害
時
の
道
路
復
旧
な
ど
で
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
﹂
と

話
し

強
い
使
命
感
で
地
域
建
設
業

の
役
割
を
果
た
し
続
け
る
姿
勢
を
見

せ
て
い
る


　
日
建
連
の
押
味
至
一
副
会
長
土
木

本
部
長
は
﹁
国
土
強
靱
化
に
つ
い
て

は
そ
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
に

も
経
営
計
画
の
見
通
し
が
立
ち

希

望
の
持
て
る
中
期
計
画
を
一
刻
も
早

く
策
定
し

国
土
強
靱
化
を
着
実
に

進
め
て
ほ
し
い
ま
た
こ
こ
数
年


当
初
予
算
約
６
・
１
兆
円
で
横
ば
い

と
な

て
い
る
公
共
事
業
関
連
費

は

資
材
価
格
や
労
務
費
の
高
騰
を

踏
ま
え

補
正
予
算
の
活
用
も
含
め

た
増
額
を
検
討
し
て
ほ
し
い
﹂
と
訴

え
る


　
国
土
強
靱
化
施
策
の
展
開
に
当
た

り

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
積
極
活
用
に

も
期
待
を
寄
せ
る

昨
年
閣
議
決
定

し
た﹁
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
﹂で
は

﹁
デ
ジ
タ
ル
等
新
技
術
の
活
用
に
よ

る
国
土
強
靱
化
施
策
の
高
度
化
﹂
が

新
た
な
方
針
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

た

こ
れ
か
ら
は
災
害
を
予
測

予

防
す
る
上
で
技
術
の
高
度
化
も
必
要

と
な
る
﹁
被
災
状
況
の
迅
速
な
把
握

な
ど
災
害
復
旧
に
当
た

て
の
技

術
の
高
度
化
も
重
要
だ
﹂︵
日
建
連
︶

　
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
な
る

道
路
ネ

ト
ワ

ク
の
整
備
も
実
施

中
期
計
画
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一

つ

能
登
半
島
地
震
で
は

特
に
半

島
エ
リ
ア
の
道
路
網
の
寸
断
が
大
き

な
課
題
と
な

た

全
建
の
山
崎
篤

男
専
務
理
事
は
﹁
こ
の
よ
う
な
課
題

を
抱
え
る
地
域
は
能
登
半
島
以
外
に

も
少
な
く
な
い
﹂
と
指
摘
し

﹁
国

土
強
靱
化
を
通
じ
て
道
路
の
ダ
ブ
ル

ネ

ト
ワ

ク
化
な
ど
を
全
国
展
開

す
る
必
要
が
あ
る
﹂
と
説
く


　
　
　

□
　
　
　
□

　
実
施
中
期
計
画
の
策
定
時
期
に
つ

い
て

骨
太
の
方
針
で
﹁

年
度
の

早
期
に
計
画
策
定
に
取
り
か
か
る
﹂

と
明
記
さ
れ
た
こ
と
に
対
し

建
設

業
界
か
ら
は
﹁
一
歩
前
進
﹂
と
の
評

価
が
上
が
る

事
業
ス
ピ

ド
を
落

と
さ
ず
強
靱
な
国
土
づ
く
り
を
切
れ

目
な
く
展
開
す
る
た
め
に
も

一
日

も
早
い
現
行
対
策
の
評
価
と
中
期
実

施
計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ
る




まちの魅力再発見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住民目線でディープな情報発信

ＯＮＳＥＮ・ガストロノミーウオーキング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沿線まるごとホテル

集落の特性生かし回遊を創出

（１８）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　７月３１日　（水曜日） 第２部

����������������������������������������������������������������������������沿線まるごとホテルの基本構造

（沿線まるごと提供資料から）

地域の魅力を五感で体感しながらウオーキング（写真はいずれも
ＯＮＳＥＮ・ガストロノミーツーリズム推進機構提供）

　
﹁
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ

ウ
オ

キ
ン
グ
﹂
は


フ
ラ
ン
ス
・
ア
ル
ザ
ス
地
方
で

毎
年
開
催
さ
れ
る
﹁
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ

ウ
オ

キ
ン
グ
﹂
に


日
本
が
世
界
に
誇
る
資
源
﹁
温

泉
﹂
を
組
み
合
わ
せ
た
新
し
い

旅
の
カ
タ
チ

自
治
体
や
観
光

協
会

地
元
企
業

教
育
機
関

ら
が
連
携
し

各
地
の
温
泉
地

を
中
心
に
絶
景
や
食

文
化
を

体
感
で
き
る
８



の
ウ
オ


キ
ン
グ
コ

ス
を
設
定
す

る


　
２
０
１
６
年
設
立
の
Ｏ
Ｎ
Ｓ

Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ

ツ


リ
ズ
ム
推
進
機
構
︵
小
川
正
人

理
事
長
︶
を
事
務
局
に

コ


ス
の
認
定
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘

客
事
業
な
ど
を
展
開

﹁
め
ぐ

る
﹂
﹁
た
べ
る
﹂
﹁
つ
か
る
﹂

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ

地
域

の
隠
れ
た
魅
力
を
体
感
し
て
も

ら
う
こ
と
で
フ

ン
を
生
み
出

し

地
域
の
活
性
化
を
推
進
し

て
い
る


　
同
機
構
に
は
旅
行
会
社
や
地

方
銀
行

建
設
会
社
な
ど
が
参

画
し
て
お
り

各
社
が
自
社
コ

ン
テ
ン
ツ
と
同
ウ
オ

キ
ン
グ

を
掛
け
合
わ
せ
る
な
ど
シ
ナ
ジ


︵
相
乗
効
果
︶
を
創
出
し
て

い
る


□
■
□

　
毎
年
約

カ
所
で
開
催
さ
れ

る
ウ
オ

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
最

大
の
魅
力
は

﹁
食
﹂
と
﹁
地

域
の
お
も
て
な
し
﹂

食
は
イ

ベ
ン
ト
開
始
以
降

集
客
面
で

大
き
な
鍵
を
握

て
い
る


　
コ

ス
上
に
５
カ
所
程
度
設

け
ら
れ
る
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ

ポ

イ
ン
ト
で
は

地
域
の
伝
統
食

や
人
気
グ
ル
メ

旬
の
食
材
を

使

た
一
品
な
ど
を
提
供

地

酒
や
ワ
イ
ン
な
ど
と
と
も
に
楽

し
む

提
供
し
て
い
る
ワ
イ
ン

の
原
料
と
な

た
ブ
ド
ウ
を
栽

培
し
て
い
る
畑
の
前
や

ま
ち

が
一
望
で
き
る
場
所
な
ど
提
供

場
所
に
こ
だ
わ

て
い
る
地
域

が
多
い
の
も
特
徴
だ


　
地
域
の
お
も
て
な
し
は

満

足
度
や
リ
ピ

タ

・
フ

ン

獲
得
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る

例
え
ば
山
形
県
西
川

村
で
の
ウ
オ

キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
は

毎
回
約
１
０
０
人
の
地

域
住
民
が
ス
タ

フ
と
し
て
運

営
に
参
加

コ

ス
上
の
住
民

も
声
掛
け
を
す
る
な
ど

ま
ち

全
体
で
参
加
者
を
歓
迎
し
て
い

る


　
開
催
地
で
は
毎
回
﹁
︵
イ
ベ

ン
ト
以
外
で
も
︶再
訪
し
た
い
﹂

な
ど
ア
ン
ケ

ト
で
高
い
満
足

度
を
得
て
い
る

地
域
住
民
が

そ
れ
ぞ
れ
の
目
線
で
地
域
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
は

イ
ン
タ

ネ


ト
な
ど
で
収
集
で
き
な
い
デ



プ
な
情
報
の
提
供
に
つ
な

が
り

地
域
の
フ

ン
づ
く
り

に
結
び
付
い
て
い
る
と
い
う


□
■
□

　
小
川
理
事
長
は
﹁
コ

ス
設

定
や
提
供
す
る
食
材
な
ど
を
幅

広
い
年
齢
層
で
構
成
す
る
実
行

委
員
会
で
議
論
を
重
ね
る
こ
と

で

地
域
の
こ
れ
ま
で
発
見
さ

れ
な
か

た
魅
力
が
改
め
て
浮

き
彫
り
に
な
る
﹂
と
説
明


﹁
地
域
の
方
々
の
温
か
い
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ

に
触
れ

地
域
の

フ

ン
が
リ
ピ

タ

と
な

る
﹂
と
い
う


　
今
後
に
つ
い
て
﹁
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ

Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ

ウ
オ


キ
ン
グ
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

食
や
酒

歴
史

文
化

素
晴

ら
し
い
絶
景
な
ど
が
も
た
ら
す

価
値
連
鎖
が

参
加
者
の
自
己

の
活
性
化
に
つ
な
が

て
ほ
し

い
﹂
と
展
望
す
る


各地の魅力的な食（写真上）や
伝統芸能なども堪能できる

◆ガストロノミーツーリズムとは
　観光庁によると、その土地の気候
風土が生んだ食材や習慣、歴史など
によって育まれた食を楽しみ、食文
化に触れることを目的としたツーリ
ズム。さまざまな自治体が「ガスト
ロノミー」を切り口に、コンテンツ
作りを進めている。温泉のような別
資源との組み合わせも進んでいる。

わ
さ
び
田
や
自
家
菜
園
な
ど
奥

多
摩
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
囲

ま
れ
た
﹁
ｓ
ａ
ｔ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ

ｅ
﹂
︵
沿
線
ま
る
ご
と
提
供
・

Ｄ
ａ
ｉ
ｓ
ｕ
ｋ
ｅ
　
Ｔ
ａ
ｋ
ａ

ｓ
ｈ
ｉ
ｇ
ｅ
︶

青
梅
線
・
鳩
ノ
巣
駅
構
内
に
フ
ロ
ン
ト
の
役
割
を
果
た
す
施
設
を
整
備

　
全
国
各
地
で
取
り
組
み
が
進

む
分
散
型
ホ
テ
ル
の
新
し
い
カ

タ
チ﹁
沿
線
ま
る
ご
と
ホ
テ
ル
﹂

が

東
京
都
の
奥
多
摩
地
域
を

走
る
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
沿
線
︵
青
梅


奥
多
摩
駅
間
︶
で
展
開
さ
れ

て
い
る

無
人
駅
の
駅
舎
な
ど

を
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト

空
き

家
を
ホ
テ
ル
の
客
室

住
民
を

ホ
テ
ル
の
キ

ス
ト
に
見
立

て

地
域
の
魅
力
を
最
大
限
に

伝
え
る
取
り
組
み

今
後

沿

線
間
の
各
集
落
の
特
性
を
生
か

し
た
宿
泊
棟
を
整
備
し

地
域

に
人
の
回
遊
を
生
み
出
す


　
運
営
は

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
地

方
創
生
事
業
の
プ
ロ
デ


ス

を
行
う
さ
と
ゆ
め
︵
東
京
都
千

代
田
区

嶋
田
俊
平
代
表
︶
が

共
同
出
資
で
設
立
し
た
﹁
沿
線

ま
る
ご
と
﹂
が
行
う


　
同
社
コ

デ

ネ

タ

の

溝
口
謙
太
氏
は
﹁
地
域
の
活
性

化
に
加
え

こ
れ
ま
で
点
在
し

て
い
た
沿
線
地
域
の
魅
力
あ
る

コ
ン
テ
ン
ツ
を
鉄
道
で
つ
な
い

で
い
く
こ
と
で

ま
ち
全
体
で

ホ
テ
ル
の
世
界
観
を
構
築
し


新
た
な
滞
在
型
観
光
を
提
供
す

る
こ
と
が
通
常
の
分
散
型
ホ
テ

ル
と
の
違
い
﹂
と
説
明

﹁
奥

多
摩
の
歴
史

文
化

生
活
を

大
事
に
す
る
と
と
も
に

多
く

の
人
に
伝
え
続
け
て
い
く
こ
と

を
使
命
に
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
﹂
と
語
る


□
■
□

　
同
社
は
第
１
段
階
と
し
て


古
里
駅︵
東
京
都
奥
多
摩
町
︶か

ら
徒
歩

分
の
場
所
に
５
月


沿
線
ま
る
ご
と
ホ
テ
ル
の
拠
点

施
設
と
な
る
﹁
ｓ
ａ
ｔ
ｏ
ｌ
ｏ

ｇ
ｕ
ｅ
﹂
レ
ス
ト
ラ
ン
・
サ
ウ

ナ
を
先
行
オ

プ
ン

宿
泊
棟

開
業
ま
で
の
期
間
限
定
で
ラ
ン

チ
や
サ
ウ
ナ
営
業
を
行

て
い

る


　
同
施
設
は
﹁
里
と
つ
む
ぐ


物
語
﹂
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

奥

多
摩
地
域
で
行
わ
れ
て
き
た
里

の
営
み
を
継
承
す
る
と
と
も

に

地
元
に
住
む
人
や
働
く
人

が
作
り
出
す
物
語
を
体
験
で
き

る
仕
掛
け
を
用
意

奥
多
摩
地

域
の
既
存
資
源
を
生
か
し
た
体

験
メ
ニ


を
取
り
そ
ろ
え


訪
れ
た
人
に
提
供
し
て
い
く


　
レ
ス
ト
ラ
ン
﹁
時
帰
路
﹂
で

は
﹁
沿
線
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ

﹂

を
テ

マ
に

同
地
域
の
食
材

や
自
家
菜
園
で
栽
培
し
た
野
菜

な
ど
を
使
用
し
た
フ
ラ
ン
ス
料

理
の
コ

ス
を
提
供
す
る

食

材
に
規
格
外
サ
イ
ズ
の
イ
モ
や

鹿
の
ハ
ツ
な
ど
市
場
で
取
引
さ

れ
な
い
食
材
を
使
用

今
ま
で

目
を
向
け
ら
れ
て
こ
な
か

た

食
材
に
新
し
い
価
値
を
吹
き
込

ん
で
い
る
の
も
特
徴
の
一
つ

だ


　
食
事
の
前
に
は
よ
り
深
い
食

体
験
に
つ
な
が
る
よ
う

同
地

域
の
食
や
生
業
の
語
り
部
で
あ

る
ｓ
ａ
ｔ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ
ス
タ


フ
が

敷
地
内
の
家
庭
菜
園

や
ビ
オ
ト

プ

わ
さ
び
田
を

紹
介
し
な
が
ら
案
内
す
る
フ



ル
ド
散
歩
を
実
施
し
て
い

る

同
敷
地
内
に
は
２
０
２
５

年
春

４
室
で
構
成
す
る
宿
泊

棟
の
完
成
も
予
定
す
る


□
■
□

　﹁
沿
線
ま
る
ご
と
ホ
テ
ル
﹂構

想
の
モ
デ
ル
と
な

た
の
が


山
梨
県
小
菅
村
全
体
を
ホ
テ
ル

に
見
立
て
た
分
散
型
ホ
テ
ル

﹁
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
　
小
菅

　
源
流
の
村
﹂さ
と
ゆ
め
と


道
の
駅
を
運
営
す
る
源
︵
小
菅

村

舩
木
直
美
代
表
︶歴
史
文

化
資
源
を
活
用
し
た
古
民
家
再

生
事
業
を
手
掛
け
る
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ

︵
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市

藤
原

岳
史
代
表
︶
の
３
者
が
設
立
し

た﹁
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
﹂が
運
営
す
る


　
最
寄
り
駅
か
ら
村
ま
で
の
送

迎
や
地
域
散
策
ツ
ア

の
案
内

人
と
し
て

地
域
住
民
を
パ


ト
タ
イ
ム
で
雇
用
し
て
い
る


　
さ
と
ゆ
め
広
報
室
長
の
大
戸

尚
子
氏
は

﹁
地
域
の
歴
史
な

ど
が
聞
け
る
ツ
ア

は
国
内
外

の
お
客
さ
ま
か
ら
好
評
を
得
て

い
る

こ
の
場
所
で
も
展
開
し

て
い
き
た
い
﹂
と
の
考
え
を
示

す

そ
の
上
で
溝
口

大
戸
両

氏
は
﹁
大
切
な
こ
と
は

継
続

的
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
﹂
と
口
を
そ
ろ
え

る

沿
線
ま
る
ご
と
ホ
テ
ル
の

方
向
性
を

住
民
の
お
も
て
な

し
で
よ
り
深
い
体
験
に
昇
華
さ

せ
る﹁
地
域
の
フ

ン
づ
く
り
﹂

と
語
る


◆分散型ホテルとは
　フロントや客室といった機能を地域内
のレストランや空き家などに分散し、地
域全体を宿泊施設に見立てる取り組み。
役割を分散化させることで、地域内での
回遊を生み出し、地域の活性化が図れる
と言われる。また雇用創出、空き家問題、
歴史的建造物の保存・活用などさまざま
な課題の解決にもつながると期待されて
おり、各地で取り組みが加速している。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
新
た
な
誘
客
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て﹁
分
散
型
ホ
テ
ル
﹂と
﹁
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ

ツ

リ

ズ
ム
﹂
が
注
目
さ
れ
て
い
る

背
景
に
あ
る
の
は

消
費
行
動
の﹁
モ
ノ
﹂か
ら﹁
コ
ト
﹂へ
の
転
換

各
地
域
の
特
徴
的
な
食
や
文
化

景

観
な
ど
の
地
域
資
源
を
余
す
こ
と
な
く
体
験
で
き
る
の
が
二
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
魅
力
だ

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
の

が

リ
ピ

タ

と
な
る﹁
フ

ン
﹂の
創
出

そ
の
た
め
の
要
素
や
視
点
を

各
地
域
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
探
る



